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日 ンゴ・ レブルゴの詩』と

中世末期カステイーリャ王権

士
心

口 はじめに

1465年に作成されたとされる『 ミンゴ・レブルゴの詩』(ιαs Cψルs虎 ″7ηgθ

Rθυ%なθ以下 CMRと 略)は、カステイーリャ文学史において枢要を占める作品

である。また、文学1、 歴史学2双方の分野から研究されてきた3興味深い史料でも

ある。CMRは、16世紀において最大の人気を誇る作品の一つであり、その後続

く世紀においても、有名な研究題材となり続けた。

表1 16世紀における『ミンゴ・レブルゴの歌』の刊行状況

l Pθθstt θπ′たαノsα ′グ万θα σθJ sなわχy(ed o Pu61tolas,R。 ),ⅣIadrid,1989。 Charlotte Stern,

“Mingo Revulgo''and Early Spanish Drama, Iル s夕απグθ Rιυグθω(1976),22,pp.311-332.

Charlotte Stern,“ Fray lhigo de Lttendoza and lⅦ edieval dramatic五tual'',Hispanic Review

(1965),3,pp.197-245.ι αs θρクルsdυ И 4gθ Rιυπなθ(ed.BrOdey,V。 ),Madison,1986.演際J

性については、Kariya,H。 ,“Las Coplas de Mingo Revulgo y su dramaticidad''『 中央大学人

文研紀要』41号、137-152頁 。このように多面的な研究がある。
2 MaCkey,A.,“ Ritual and propaganda in fifteen‐ century Castile'',Pas′ απグク%θ Sιπ′(1985),

107,pp。 3-43.Nieto Soria,J.Ⅳ l.,``Apologa y prOpaganda de la realeza en los cancioneros

castellanos del siglo XV.Disげ lo literario politico",E"ル Espα zα ル物ググθυα′(1998),11,pp。

185‐ 223.
3 c′′sグθθs θαS′ι′ルπθsルπαπグθル′PπιレZ/J」 ιι′πs‐Gゐ sα α″s θσクルSル ]αηgθ Rθυ%なθ(ed.

Dorrlinguez Bordona),Madrid, 1958,p.x.

年 場 所 補 足

15004F (こ の版の情報はない)

15064F セ ビー リャ ブルゴスにて17マ ラベデイスの費用。

1510年 セビー リャ 平ヽボ 0ク ロンベルゲル。ルイス・ウホスの書店。

15204F ブルゴス アメリカ・イスパニア協会。

15204F (こ の版の情報はない)

15254F トレド 6月 26日 に ラモ ン・ デ ・ペ トラス。

1542年 メデイーナ0デル・カンポ ペ ドロ・デ・カス トロ。書籍商人のフアン・デ・エスピノサの費用にて。

1545年 セ ビー リャ フアン・デ・ レオン

15514F アントウエルペン マルテイン・ヌシオ

15534F ブルゴス フアン・デ・フンタ (Biblioteca Nacional蔵 )
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年 場 所 補 足

1558年 アントウェルペン フアン・デ・フンタ未亡人。サンティリャーナ侯『筏言集』とホルヘ・
マンリケ『礼賛』と共に。

1563年 バ リャ ドリッド ア ドリアン・ゲマー ト。カ トリック社会センターにて印刷。

1564年 アルカラ
フランススコ・コルメーリャスとペ ドロ・ロブレス。ホルヘ・マンリケ

『ネLtti』 と共ヨこ。

1565年 トレ ド

羊皮紙で、祈祷書のページが上下赤と黒二色。プルガール注釈の版が国
王諮問会議の商人により、フランシスコ・デ・グスマンによつて印刷さ
れる。 7、 国王諮問会議篠 難 で あるフアン・フェルナンデス・デ・エ
レーラは、この本とフランシスコ・デ・クンマンの申請書をそ物 の諸
問会議の方々とFを通 した。″尉嫉 めの許 7だぶ以 下の通 クである′

誨述の諸氏は夕 び ・クスマ刀 だ働 確 た めの許7″戒 た。そして
蔵 のフランシスコ θデ・クスマン″ゞこの

～
ゲで汀らかの処罰を

受笏 ことなく″利できるようだ。なぜなら現在のこのF″、マドノッ
ハ 1565年だ私の名前フアン・フェルナンデス・デ・エレーラの名で証
″%る のだからである亀

1567年 アントウェルペン サンティリャーナ侯イニゴ・ロペス・デ・メンドーサ『筏言集』において。

1570生F
アルカラ・デ・エ

ナーレス
アンドレス・デ・アングーロ。ホルヘ・マンリケ『詩集』において。

1580年 サラマンカ フアン・ペ リエール。

1581年 アルカラ・デ・エ
ナーレス ケリノ・ヘラル ド。ホルヘ・マンリケ『詩集』において。

1581年 アン トウェルペン
フイリポ・ヌシオ.サ ンティリャーナ侯イニゴ・ロペス・デ・メンドー
サ 『筏言集』において。 (Biblioteca Nacional蔵 )

1582生F
デ

・ナパ
カ
・ヵ

メ
ル

フランシスコ・デル・カン ト。

1584生F ウエスカ ホアン・ペレス・デ・バルデイビエソ。ホルヘ 0マンリケ『詩集』において。
1588年 アルカラ エルナン・ラミレス。ホルヘ・マンリケ『詩集』において。

1593年 アン トウェルペン マルティン・ヌシオ。 (Biblioteca Nacional蔵 )

1594生F アントウェルペン
マルティン・ヌシオ.サンティリャーナ侯イニゴ・ロペス・デ・メンドー
サ『筏言集』において。

15984F マ ドリッド
ルイス・サンチェス。マンリケのコプラと、ブラスコ・デ・ガライ『格
言集』とロ ドリーゴ・デ・コタ『対話』 と共に。

Zα s C9ク ルs dθ ル衝ηgο Rθυ%なο(ed.ViViana Brodey),1/1adison,1986,
C〃 sグθθs θαs′θ′ルποs F窃篤απグθルJP%なαγ〃Zθ′2S― Gわsα αルs θ9クルS

グθルク2gο Rιυ%亀 rο (ed.Dolminguez Bordona),Lttadrid,1958,p.
xiii―xiv.よ リタトリ或。

1485年 までに40を越える転写がされ、年代記作家プルガールが注釈した32の

コプラ4が、1485年 ブルゴスでファドリケ・デ・バシレアによつて最初に刊行さ

れた。以降16世紀だけで26回 も再版される。活版印刷が導入された時期に著さ

れたため、それが CルRの普及と名声を高めることを大いに助けることとなつた。

また『 ドン・キホーテ』第二部5ゃ ファン・デル・エンシーナ (1469-1529年 )

n Pulgar, F., Glosa a las coplas de Mingo Reuulgo, Madrid, 1958.
t Cervantes Saavedra, M . , El ingenioso hidalgo Don Quijote de la Mancka (ed . Ro driguez

Martin , F . ), Madrid , 1964, V, pp .20-22
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の『ミンゴとヒルとパスクアラの牧歌』二多οgα 滅7』庖ηgθ,Gグ Jノ Pαsθπαル (1492

年)6においてのパロデイーや模倣
7さ れていることからも、その人気と文壇への

影響の大きさが窺われる。

コプラ8の形式は、35コ プラ、9詩句、それぞれに8音節 4行詩と8音節の 5

行詩で構成され、oと nの語尾同音になっている。中世文学共通のテーマである

アリス トテレスの四つの本区要善を軸としたsayaguOs9に よる田園詩であるという

これまでの伝統を踏まえつつも、黄金世紀初期のフアン・デル・エンシーナの

演劇と同じビジャンシーコを用いている。またウェルギリウスの『牧歌10』 のよ

うな対話形式の牧歌という点からルネサンスの直接的影響がみられる11。 このよ

うに二人の羊飼いの対話による中世的牧歌の伝統や大、狼、羊、うさぎ、ロバ、

ライオンなどの動物の用いられ方、また作品自体にルネサンス演劇が反映され

ている点から、文学史において注目されてきた。

また、CMRには文学的なだけに留まらない多様な側面がある。カスティーリャ

中世史においては、歴史の声を代弁しているとされており、その歴史的史料と

しての重要性が高く評価されている。その理由は、アレゴリーを用いて牧歌の

ベールの下に政治風刺を隠している点にある。道徳的観点から全てを批判する

アナテマであるこの詩の内容は、エンリケ4世 (1454-1474年)の政治史と一

致している。エンリケ4世期は、人文主義者として名高い先王フアン2世の治

世から一転して、スペイン史上稀にみる騒然とした時代に突入し、それが王の

威信の失墜と文学の発展にとつて全く不利な状況を生んだとされている。そん

な中、Lα Rttα虎が 2を皮切りとした風刺文学のみがわずかに活路を見出したと

文学史的にはネガテイブに評価されている時期である。次のカ トリック両王期

には、人文主義と大衆文学が盛んになることから、この前後二つの時代と比較

6 Regueiro,JoM。 ,EsραθグθSグ鶴πα′グθθs θπ ιJ′ια′η ιψαπθ′πθttιυα′,た多αθιπ′た′αノbα夕7θθθ

lTCα Jη 崚7J Sなわル 0り ,Reichenberger,1996.C″ sグθθs θαS′グルπθs,9ク・εグι。,p.xi.
7“coplas del Pro宙ncial'',Pθ ιs″ επ′グεαノsα′グ″θαググsなわχy(ed o Puoltolas,R。 ),Madrid,

1989及び 1490年以前に作成されたFernando de Herrera,“ Coplas de Pedro de Vera,de Xerez

al rei Cat61ico''(Kossoff,A.D。 , “Herrera,editor de un porma",Лbπθπ″θα Rοご燿 π″

ν磁勿θ,Madrid,1966,pp.238-90。 は、Cル仏:の模倣である。
8 coplaは 、 4つ の短い韻文を並べており、ロマンセと似ている。
9 Brodey,V.,op.cit。 ,p.17.コ プラが作成される100年前からある羊飼いの言葉。10世紀には使

われていた言葉で、当時まだ羊飼いによつて使われていたとされるレオン地方の方言。
10ウ ェルギリウス (小川正広訳)『牧歌/農耕詩』京都大学学術出版会、2004年。
1l Brodey,V。

,op ocit。 ,p.13.
12“ coplas de la Panadera'',Pθ ιs″ θπ′グθαノsα ″″θαググsなわジFy(edo Rodttuez puOrtolas,J.)

Madrid,1989,pp.131‐ 148.1445年 のオルメドの戦いにおける貴族の小心を嘲笑した風刺詩。
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して、エンリケ4世期は、文学的な停滞期であると結論付けられている。

エンリケ 4世期において、このように牧歌の風刺詩が力を持つた理由には、

文学史上の流れだけではなく、社会的背景もある。

表2 フアン2世期・エンリケ4世期の宮廷儀礼の比較

Cronica del halconero deJuan II(ed. Carriazo, J.M), Universidad de Sevilla,2006.
Palencia, Crdmica de Enrique IV, Madrid,7973 - 5. Cronica amomirna de Enrique IV
de Castilla, 1454 - 7474 (ed. Sanchez-Parra, M.P.), tomo II, Madrid, 1991. Valera,
D. de . , Memorial de diuersas kazaltas (ed . Carriazo, J.), Madrid, 1941 N A IFFI""

フ
ア
ン
２
世

（
一
四
〇

六

～

五

四
）

トレ ドにおけるフアン 2世の即位、フェルナン ド王子がカステイー リャの旗を持つて トレ

ドで新 しい王を知 らしめる、エンリケ 3世の葬列、セゴビア大聖堂におけるカタリーナ・

デ・ランカスターとフェルナン ド王子がエンリケ 3世によつて指名された摂政であること

の宣誓、 トレ ドにおけるエンリケ 3世の葬列、バジャ ドリッ ドのサン・パブロ教会におけ

るアルカンタラ騎士団長就任式、典ネL儀ネLセ ビー リャ大聖堂におけるフェルナン ド王子の

フェルナン ド3世の剣の授与式、フェルナン ドのアンテケーラ攻略祝賀儀ネL、 セ ビー リャ

でのアンテケーラでの勝利後の祝賀儀ネL、 マ ドリッドのアルカサルにおけるフアン2世成

人の承認儀ネし、コルテスにおけるフアン 2世の宣誓、アビラでのマ リア・デ・アラゴンと

の婚ネL、 フアン 2世 によるコンセホ・ レアルの開会式、バジャ ドリッドにおける、フアン

2世によるアルバロ・デ・ルナのカステイー リヤ元帥任命の祝賀祭、ブルゴスヘのフアン

2世の入市式、カタリーナ王女のマ ドリガルにおける葬列、ブルゴスにおけるカタリーナ

王女の葬列、王太子エンリケの誕生と洗礼のバ リャ ドリッドにおける祝賀、バジヤ ドリッ

ドにおけるエンリケの王位継承者の宣誓、シガレスにおけるフアン 2世参加の馬上槍試合、

バ リャ ドリッドにおけるレオノール王女のポル トガル との婚ネLの祝賀儀礼、パレンシア大

聖堂における大貴族によるフアン 2世への臣従儀礼、サンテイアゴ騎士団長職剥奪儀礼、

トレ ドにおけるフアン 2世グラナダ出兵の荘厳な儀ネL、 グラナダ戦争開始のためのフアン

2世出席のコル ドバ大聖堂での荘厳な ミサ、グラナダ国境でのフアン 2世勝利後の典礼に

よる儀礼、コル ドバにおけるフアン2世のグラナダ沃野勝利祝賀儀礼、 トレド大聖堂にお

けるフアン2世の戦勝への荘厳なミサ、サモラにおけるガ リシアの都市代表 と騎士たちに

よるエンリケ王太子の王位継承者 としての宣誓、アルカンタラ騎士団長のフアン 2世 に対

する忠誠宣誓、シウダー・ロドリゴ大聖堂におけるフアン 2世の前でのアルカンタラ騎士

団長の叙任式、シウダー・ロドリゴ大聖堂におけるアルバロ・デ・ルナの称揚の説教、ア

イジョンにおけるフアン 2世のためのアルバロ・デ 0ルナ主催の騎士の祝祭、マ ドリッド

の王城の前における馬上槍試合、バジャ ドリッドにおける馬上槍試合、フアン 2世がグア

ダルーペ修道院到着の際の典礼儀礼、ソリアにおける王 とその妹が王妃マ リア・デ・アラ

ゴンとの会見の儀ネL、 アルカラ・デ・エナーレス、マ ドリッドにおけるサンテイアゴの日

の騎士の祭 り、 トレドにおける聖母被昇天の日の騎士の祭 り、王太子エンリケとブランカ・

デ・ナバーラの婚約の祝賀、バジャ ドリッドにおけるサンタ・マ リア・ラ・マジョール教

会における新婚の王太子夫妻参列の荘厳な ミサ、サンタ・クララ・デ・ トルデシージヤス

における、大貴族の臣従の誓い、ブルゴス大聖堂における政治説教

エ
ン
リ

ケ

４
世

（
一
四
五

四
～

七

四
）

バジャ ドリッドにおけるエンリケ 4世の即位宣誓、バジヤ ドリッドにおけるフアン2世の

葬列、クエジャルのコルテスのおける開会の演説、十字軍開始の演説、ムルシア都市代表

によるエンリケ 4世即位に際しての臣従宣誓、アルバ伯、 トレビーニ ョ伯への恩赦の演説、

王の恩赦に対する貴族 と聖職者による畏敬の儀礼、フアナ・デ・ポル トガルのカスティー

リャ到着の祝賀儀ネL、 コル ドバ大聖堂でのフアナの歓迎儀礼、メン ドーサ家の忠誠の宣誓、

ミゲル・ルーカス・デ・イランソの王による騎士叙任式、王によるマ ドリッ ドの大聖堂に

おけるルーカス・デ・イランソのカスティー リャ元帥叙任儀礼、王のレオンヘの入市式、

ムルシアにおける十字軍勧説の説教儀礼、マ ドリッドにおけるフアナ王女の誕生祝賀 と洗

礼、マ ドリッドにおけるフアナ王女の王位継承者の宣誓、アビラにおけるエンリケ 4世の

廃位劇、シマンカスにおける王への反乱を戒める儀ネL、 セゴビアヘの入市式、アビラのサ

ン ト・セプルクロ教会旗の祝別 と行列、 トレドにおける王の復位の演説、 トロス・デ・ギ

サン ドにおけるイサベルの王位継承者の承認・宣誓、バジヤ ドリッドにおけるフェルナン

ドとイサベルの婚ネL、 セ ビー リャの入市式、ハエンヘの入市式、セゴビア大聖堂における

フアナの王位継承者 としての宣誓、マ ドリッドとセゴビアにおける王の葬列
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フアン2世期の宮廷儀礼と比べて、エンリケ 4世期には、宮廷儀礼が激減し

ている。またフアン2世期には馬上槍試合、臣従儀礼、戦勝祝賀儀礼といった

宮廷儀礼がよくみられるのに対してエンリケ 4世期にはそれらが姿を消し、政

治演説の多さが顕著となる。同工の年代記にも表れているように、クリスマス

や年始の儀礼にすら貴族が宮廷に集まらなくなり、それぞれの領地に留まるこ

とが多かった。そのような貴族の所領への愛着は、牧歌的なものの重要性が上

がつた原因として考えられる。

また、エンリケ 4世期の10年 にわたる内戦において、王も貴族も疲弊してお

り、また先王フアン2世期の貴族の粛正から、明確な敗者が出て処分を受ける

のを避けるため、武力ではなく「見えない戦争」によって内戦が争われた。王

国は非常にプロパガンデイステイックな空間となっており、都市では政治的批

判のシャリヴアリや貴族による演説や廃位濠jが行われ、政治風刺詩が受容され

やすい状態にあつた13。

このような社会的背景から、田園風刺詩は、エンリケ4世の時代に最盛期を

迎えることとなる。父の死を悼むホルヘ・マンリケ14の抒情詩以外は、ほとんど

個人的な攻撃あるいは政治的な批判を内容としたものに限られてしまうことと

なる。その傾向は貴族同士の闘争が熾烈をきわめ、王の権威が完全に失墜して

しまったことから容易に想像できると文学史上評価されている15。 王の威信の失

墜は、文学とカスティーリャ政治史におけるエンリケ4世の評価と一致すると

ころである。それを受けて CMRは、エンリケ 4世の治世と素行を中傷した作品

であるとされているが、この作品の内容及び政治史はそのように単純なもので

はない。

鍬 研究には、これまで文学・歴史それぞれの領域で個別に分けて研究され

てきたことからの、解決できていない点が多々ある。ここでは、C燿を邦語訳

し、分析していく中で、CMRの特定されていない作者の問題を明らかにする。

13大原志麻「エンリケ4世の王位継承戦争におけるプロパガンダ (1457-74年 )」 『スペイン史研究』
16号、23-36頁 、2002年 。

141/1anrique,J。 ,POesね (edo R/1orras,L任 。),Madrid,2003.
5ホセ・ガルシア・ロペス (東谷穎人、有本紀明共訳)『スペイン文学史』白水社、1976年 、50-58

頁。Res(ゴha de Valderrama Andrade,C。 ,“EJ Cαπθグθπθηグθ(〕αJ″πJθ (Azたeta,JoM),Madrid,
1962'',pp.169-179,p.171.
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またそれを探る手掛かりとなる CMRに表れる王権論について、歴史的背景との

連関を踏まえつつ、学際的な視座から、これまでの諸説の再考を行う。翻訳の

底本としては、ドミンゲス0バル ドナ編の αttα αルsC″ルStt И 夕τgθ Rθυπなθ

(1958ソ
6に、プルガ丁ルが古典からの引用や言及による注釈をしているものを適

宜引用した。また、ロドリゲス・プエル トラス編
rを参照したも

1.mの 作者

CMRの梗概は以下のようになつている。気難しい薄汚れた羊飼いミンゴ・レ

ブルゴと預言者羊飼いヒル・アリバ トの対話で構成されている。ミンゴとヒル

というのはカスティーリャ民衆のポピュラーな名前である。レブルゴはvulgoか

らきており民衆の立場を代弁している。アリバ トはラテン語の arriolor(予知す

る)と vaticinOr(予 言する)か らきている。舞台は荒涼としたメセタで、レブ

ルゴは羊飼いの状態について羊飼いのおかれている状況と問題 (王国の惨惰た

る状況と諸問題)について不平をいう。羊飼い頭のカンダウロ18(手 ンリケ4世 )

が怠け者で、不能で、ホモセクシュアルであると批判し、彼が家畜に被害を与

える狼たち (大貴族)を罰することなく、損害を与えることを許容し、最も本

質的な責務からさえも逃れようとする、という羊飼いの生活における不満の列

挙から成る。それに対して預言者が批判をする対話形式の牧歌である。

このように CMRはカスティーリャ王エンリケ 4世 (1454-1474年 )の悪政を

アレゴリーにより批判した内容となつている。このように王国のヒエラルキー

の頂点に立つ王を批判していることから、匿名性が守られており、作成から5

世紀を経た今日まで作者が確定されていない。これまでのところ作者の候補と

して挙がつているのは以下の六名である。

一人日はフアン・デ・メナ19で ある。彼はエンリケ 4世の治世 2年目の1456年

に亡くなっているが、エンリケ 4世治世最初の10年は、反エンリケ・プロパガ

16c″
sグθθs θαs′ι′″πθsルπαπグθ′り P%なαγ〃Lι′鶴s―Gわsα αルs θρクルsタ ルα4gθ Rιυ%なθ(ed.

Donlinguez Bordona),Ⅳ Iadrid,1958。
17“coplas de Mingo Revulgo'',Pθ θs2 επ′グεαノsα 形づθαグθ′sなわχy(ed.PudtOlas,R。 ),1/1adrid,

1989,pp.221… 232.
8粗暴さと悪徳で有名で、美しい女性や寵臣と持つた関係から最後のリデイア王ヘラクレッドから

来ている。
ЮC″sグθθs θαS′θ′ルπθs F2γttαπグθdり Pπなαγ ffLι ′πs―Gわ sα αルs θρクルsル И πgθ Rιυ%なθ,Op.

cit.,p.xii.
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ンダがほとんど存在していない。また、飲 の申にあるCopla 120の 1465年 6月

1日 のアビラでのエンリケ4世廃位濠j21についての言及が不可能となる。この重

要な事件の前に亡くなつていることから、フアン・デ・メナが作者である可能

性はない。

二人目のロドリゴ。コタ22(1498年没)は詩作の経験がないことからブロディー

が作者の可能性を否定している。

二人目は CMRに注釈をつけた年代記作家エルナンド・デル・プルガール(1463-

1493年 ?)である。しかし彼は32コ プラの注釈しかしておらず、コプラが35あ

ることを知らないことから作者ではない。また四人目の候補である年代記作家

アルフォンソ・デ・パレンシア (1423-1492年 )と も共通していることだが、

CMRと 両年代記作家のイデオロギーは異なる。文学研究からでは CttRの内容

が、エンリケ4世への中傷と批判であるとして一括りにされているが、政治史

において同工への中傷の中身は一様ではなく、後述のように複数の方向性があ

る。ヒル・アリバ トは王の規範すなわち王権を問題視しておらず、彼にとって

その羊飼い親方たる王による枠組みは絶対である。批判を民衆の口に乗せるこ

とで批判の責任逃れをしようとしているが、王国の状況を改善することに議論

20 vnO le quiebra el cayado/一人が厚かましく羊飼い頭の杖を奪い/otro le toma el curronも う

一人が皮かばんを取り/otro le qujta el camarron/別 の一人が重たい羊皮のジャケットを奪う。

杖は王笏、王国、領地を表す。皮鞄は土地収入、宝物、正義。ジャケットは、王の表象であるマ

ントと財産を表している。
21 shilna(Dhara,``Reflexciones sobre la difusi6n de la formaci6n politica en el`壼 nbito urbano

durante el reinado de Enrique IV",二 πs′θんα」物sJグ′%θグθπθsグθθ%夕2zιπ′θs,32,pp.247… 261,pp.

261‐ 263.12世 紀から即興寸劇 (farsa)は 、世俗的性格を持つようになり、騎士としての義務を果

たさないものから位階を剥奪するための儀礼となった。エンリケ4世の廃位濠Jに先立つ例として、

フアン2世がアラゴン王子エンリケからサンティアゴ騎士団長位を剥奪するために用いている。

このように儀礼は、単なる偶発的かつ文化的なものではなく、制度的実効力があった。アビラの

廃位劇については、Valera,Do de。 ,ル診zθ ttα′ル ググυιttα s力αzα %αs(edo Carriazo,J。 ),Madrid,
1941,p.99.Palencia, C%π グθαグι Eπ ttαπθ」Z Maグrta,19735,ク 。168。 C力πグθα απうπク2oα グι

Eπ万2πι f7グθ Cα sガ′ル,1454-1474(edo Sanchez_Parra,MoP。 ),to1lo H,Madrid,1991,pp.
161-163.1465年のアビラの廃位劇では、エンリケ4世が王の規範を果たしていないという大義名

分の下、貴族が、エンリケ4世の廃位、異母弟「アルフォンソ12世」の即位劇を催した。アビラ

の城壁の外に多くの人に見えるように舞台が設置され、エンリケ4世の人形が置かれる。まず「王

の権威にふさわしく」ないとして、王冠を取り去り、続いてビリェーナ侯が「正義の管理を失つ

たため」王笏を手から取り去り、その後プラセンシア伯が王剣を「王国の守り手ではないので」

と言いながら取り去り、ベナベンテ伯とパレデス伯がその他の王の装飾を取り去つた。最後にディ

ェゴ・ロペス・デ・ス トウニガが「名誉を失うに値する」といいながら王座から人形を突き落と

した事件である。
22c″

sグθθs θαs′ι′ルπθsル名απグθル′Pπなαγ〃二ι′πs―Gわ sα α tts ερρttSグθルα,Ogθ Rθυπなθ,9ク .

θグ′。,p.xii.
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が集中しており、反乱に関しては中立的に反応している。また批判は王権に対

してではなく、第一に狼である貴族に向けられている。

エンリケ 4世の王位継承戦争において、貴族は三派に分かれていた。一つは

トレド大司教のグループで、王の実権を全て奪い取り、完全な貴族政治ともい

うべきものを目指すグループである。第二はビリェーナ侯フアン・パチエコの

グループで新貴族の党派である23。 王権を制限して恩寵を引き出そうとする点で

はトレド大司教と共通するが、王権が過度の弱体化するとこれを擁護する動き

にも出た。第一と第二のグループは個人としての王を私物化するという、貴族

の伝統的姿勢を踏襲する点で共通している。プルガールとパレンシアは第一の

グループと立場を同じくしており、王であるエンリケ 4世 を徹底的に個人攻撃

し、敵対しているため、政治風刺するにしても、CMRと は異なつた立場にある。

五人目はフランシスコ会士イニゴ・ロペス・デ・メンドーサ (1425-1507年 )

である。第二のグループであるメンドーサ家という旧貴族の家系の傍系を父に、

コンベルソの一族サンタ 0マ リア家を母としてブルゴスに生まれている。フア

ン2世の大宮宰であったフアン・ウルター ド・デ・メンドーサ、ユダヤ教のラ

ビにしてブルゴス司教であつたパブロ 0デ 0カ ルタヘナが共に曾祖父で、彼自

身のちにイサベル女王の懺悔僧となった。このようにイニゴ・ロペス・デ・メ

ンドーサは、教権・文化・政治的な情報に通じる立場にあり、王国政治に精通

していた。このことから作者の、宮廷に近いところにいる貴族出身の聖職者で

あるという条件に合致する。ロドリゲス・プエル トーラスは、イニゴ。ロペス・

デ0メ ンドーサの 万′αC力麻 ′グ24が反エンリケ4世的であり、牧歌的風刺を行い、

四つの枢要善を用い、言語的類似性、文体の連続性から、Fray Mingoと 後に呼

ばれる CMRの作者である聖職者はイニゴ・ロペス・デ。メンドーサに間違いな

いとしている25。 ァンガス・マッケイも 万Jα C力″s′グが王権論のヴイジョンを展

開し、CMRと 論が一致しているためイニゴ・ロペス・デ・メンドーサが作者で

あるとしている26。 これらに反してブロディーは、羊飼いの説論と方言が 万勉

Cル膏′グと異なるとし、イニゴ 0ロ ペス 。デ・メンドーサが作者である可能性は

23 Shima Ohara , "La propaganda en la guerra sucesoria de Enrique IV (7457-7474), Edad
Media, pp. 117-133, pp.I22-I23.

2a Fray If,igo de Mendoza y sus "Coplas de vita Christi" (ed. Rodriguez Puertolas, J.),
Madrid, 1968.

25 Rodriguez Pudrtolas , J . , "Sobre el autor de las Coplas de Mingo Revulgo" , El II Congreso

Imtermacional de Hispamistas, 1965, pp.513-516.
26 Mackey, op.cit., p.31.
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ないとしている27。

中世史研究からすると、CMRの作者がメンドーサ家と立場を同じくしている

ことは間違いない。メンドーサ家は、反エンリケ集会に参加せず、批判を加え

つつも、エンリケ 4世を味方し続け、「正統な王」の王権の至上性、正統性、超

越的権威を一貫して主張し、王権の安定が貴族の安定であるとする姿勢をとっ

ており、それは CMRのイデオロギーと一致する。C曖 はエンリケ4世中傷プ

ロパガンダというよりも、王権庇護・貴族批判の風刺詩だからである。

CMRは王権が全能であるとし、王を廃位の条件とされている暴君として扱つ

ていない。ヒル 0ア リバ トは王に対する貴族の反抗を一切認めないとしている。

まず傲慢な貴族間の党派争いが諸悪の原因であり、悪いのは王権を支配しよう

とする貴族である。王の無能・怠慢 (恩寵政治)も 悪いが、貴族こそが圧政の

原因であるとしている。このように王を守る節が多々あることから、その姿勢

は明白である。この時期は親族共同体というグループで政治活動を行っており、

一族は一枚岩であったことからも作者はメンドーサ家に近しい者である。そし

て CMRはサンテイリャーナ侯の義理の兄弟であるアロ伯ペ ドロ・フェルナンデ

ス・デ・ベラスコに捧げられているところからも、作者はメンドーサ家と縁の

深い者であるといえる。

最後の候補はフエルナン・ペレス・デ 。グスマン (1370-1460年)である。

ブロディーは、文学的な方法論から、牧歌的作風との類似性を細かく検証し、

ペレス・デ・グスマンが作者であるとしている28。 ペレス・デ・グスマンはサン

テイリャーナ侯の叔父であり、メンドーサ家に近い人物である。しかしペレス・

デ・グスマンは宮廷生活から遠い人物であり、その作品のテーマである四つの

枢要善は普遍的なものである。CMRには確固たるイデオロギーがあり、作者は

政治に精通している聖職者でなければならない。またアビラの廃位劇以前に亡

くなつているので、デ 0グスマンが作者である可能性はない。

イニゴ 0ロ ペス・デ・メンドーサは、インファンター ド公ディエゴ・ウルター

ド0デ・メンドーサが「スペイン第三の王」と称される地位まで昇つたカ トリッ

ク両王期において、イサベル女王の聴罪師となつている29。 異端審問所による書

籍への検閲が厳しさを増す中、C曖 が版を重ねていつたのは、このような立場

2? Brodey, V., op.cit., p.13.
28 Brodey, V. , op . cit, p . 13 .

2e Del Val Valdivieso, M.I., "Fernando II de Aragon, rey de Castilla

on, el rey Catolico, Institucion "Fernando el Catolico, 1996, pp.
'',Fernando II de Arag

29-46.
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が功を奏したのではないだろうか。以上のことから、作者はイニゴ・ロペス・

デ 0メ ンドーサであるといえる。

3.狼について

最後に文学の研究と歴史の CνR研究における重要な誤りは、貴族=ベル トラ

ン・デ・ラ・クエバとしている点である30。 デ .ラ 。クエバは、王妃の愛人とさ

れ、エンリケ4世の娘フアナの実際の父親と噂された人物である。このプロパ

ガンダからフアナ王女の王位継承権が否定され、イサベル女王によるカ トリッ

ク両王の即位となるのだが、公文書や廃位劇ではベル トラネーハの問題は扱わ

れておらず、メンドーサ家はアビラの廃位劇に参加していない。またベル トラ

ン・デ・ラ・クエバはサンティリャーナ侯の末娘メンシア・デ 0メ ンドーサと

結婚しており、メンドーサ家と強い繋がりがある。そのため CMRで批判の対象

とはならない。また狼である「貴族」は「侯 marquё s」 であり「カラトラバ騎

士団長」という注釈があるが、デ 0ラ ・クエバはアルブルケルケ「公 duque」

であり、サンティアゴ騎士団長である。侯とカラトラバ騎士団長は、メンドー

サ家のライバルであるビリェーナ侯フアン・パチェコとヒロン家のグループに

属するタイ トルである。また年代記の中で、エンリケ 4世のホモセクシュアル

の相手とされているのは、ベル トラン0デ・ラ・クエバではなく、寵臣ビリェー

ナ侯フアン・パチェコの方なので、この点からもデ・ラ・クエバではなく、ビ

リェーナ侯と条件が,致する。

CMRの作者をめぐる議論で、作中にデ・ラ・クエバヘの言及がないことが問

題視されるが、批判されている貴族が、デ・ラ・クエバではなくフアン・パチェ

コであると理解すると、表記の問題も合わせた離齢が解決する。

4.結論

本稿では、文学的・歴史的に高い評価を受けながら、各分野で分断されて研

究されてきたことによるCル2の抱える未解決のままの問題についてアプローチ

した。人文主義と黄金世紀の間に挟まれた文学的な低迷期であると、ネガティ

ブな評価されていたエンリケ 4世期だが、それに伴い権威が地に落ちた「弱い

王権」だとするのは性急である6そのような解釈は中傷や批判と一纏めにして

きたことによるものである。CMRは単純にエンリケ4世の治世と素行を批判し

30 PoeSね crttica y satをica del siglo XV(ed o Pu61tolas,R。 ),op.Cit。 ,p.224.
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たものではなく、貴族による反乱を批判し、王権の庇護の下での、混乱の政治

的調整を要求した作品である。またそのような政治的イデオロギーの連関から、

筆者は、貴族の親族共同体のあり方とカ トリック両王期以降の動向からイニゴ・

ロペス・デ・メンドーサであると特定できる。また悪しき貴族としてぃるのは

従来のデ・ラ・クエバではなく、ビリェーナ侯パチェコであると理解すると、

称号や表記の不一致が解決する。

こういった批判の内容と作者の分析から、CMRは単なる王権への風刺詩では

ないという点、また文学的にもとばしい時期ではないということがわかる。王

に対して公然と「いつでも廃位できる」ことをうそぶくのが多数派であった当

時の状況を考えれば、エンリケ 4世期が国王の超越的権威と王権による秩序の

枠組みを固め、その枠内でイサベルを正統化し、次のカ トリック両王期に引き

渡した時代であつた側面があったことを、CMRか ら読み取れることは注目に値

する。またミンゴ・レブルゴが体現するrepiblicaの 主張により、カスティーリャ

王国の共和政の認識が広 く普及されることとなつたのである。

5.『 ミンゴ・ レブルゴの詩』Ltts aフ Jαs(虎 zJκσo Rθυ
“
りο 全訳

Copla l:r

Ah Mingo Revulgo, Mignot',
Ah Mingo Revulgo, ahao

iqu' es de tu sayo de blaouu?

jno le vistes en domingosa?

iQu' es de tu jubon bermejott?

ああ、 ミンゴ・レブルゴ、 ミンゴ、

ああ、 ミンゴ・レブルゴ、ああ、

君の青い月艮は何だ ?

なぜ日曜日のように装わないのか ?

君の赤い服は何だ ?

・ このコプラでは、預言者が民衆に六つの質問をしている。一つ目はその忠誠について、二つ目は

誇りについて、三つ目はなぜしかめ面をして激怒しているのか、四つ目は王国が混乱しているよ

うに見えること、その他、衰弱し、活力がないことについて問うている。
32 Fernando del Pulgar,ιι′角gs。 ―Gわ Sα αルs C9クルSグιルタタagθ Rιυクなθ,1/1adrid,1958,p.151.

レブルゴはラテン語のrespublicaか ら派生したrepiblicaで共和政と邦訳されるが、この語は時代

と空間ごとで異なる意味を持つ。ここでは言語を併記しつつ使用時に可能な限り近い意味に、適

宜翻訳する。
33 Pulgar,Ibid,p。 151.青 は忠誠を意味する。この時代、カステイーリャ王国は党派に分かれ分裂

していた。「君が王と祖国に対して負っている忠誠はどうしたのか ?なぜ王国における分裂に甘ん

じているのか ?」 。
34 Pulgar,Ibid,p.152.祝

日に見せるべき喜びを示さない程の哀しみなのか?
35 Pulgar,Ibid,p.152.赤 は、「どこに誇りがあるのか ?」 を意味し、分裂している時代に、民衆が

臣従している多くの圧政者がいるということ。
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por que tras tal sobrecejo?

Andas esta madrugada

la cabeqa desgreflada36

ino te llotras de buen rejo?

Copla II

La color tienes marrida,
el corp anzon regibado,

andas de valle en collado

como res que va perdida,

y no oteas si te vas

adelante o caratras,
qanqueando con los pies,

dando trances al trav6s

que no sabes do estis.37

Copla III

Ala, eh, Gil Arribato3s,

なぜそのようなしかめ面をしているのか ?

この夜中に出歩き、

ぼさぼさの頭で、

君は心浮き立たたせないのか ?

君は哀しげな顔色をしており、

体は曲がつている、

鞍部の渓谷を歩く、

街往する家畜のように、

去るにも君は遠くを見ずに

前も後を見ずに、

ふらふらと歩きながら、

足跡を残しながら横切つて、

自分がどこにいるのかわからない

私の信仰に、ヒル・アリバ ト

SO qu'en fuerte hora alla echan■ Os  ょくないことがあつたと知っている

Cuando a Candaulo39 cobramos   カンダウロに取り立てるとき

36 Pulgar,Ibid,p.152.分 裂期にあつて、王国の頭 (王 )は、尊重されておらず、王冠は遊興に耽つ

ている。
37 Pulgar,Ibid,p.153.全 ての人間はこの世において、家や修道院や都市、もしくは王国における

主人に従い、生きるためのなんらかの秩序を持たなければならない。もし従属外にいるのならば、

家畜と比較できるように渓谷をさ迷い、群れからはぐれ、規律も秩序もなく足を捩りながら歩く

こととなる。預言者エリシャはイスラエルの民を、あるものは神に奉仕し、他のものは偶像崇拝

をしている分裂状態であると非難し言った「いつまでこのように二つに分かれることを選択する

のだ? 奉仕するべきものに奉仕せよ」など。Pulgar,Ibid,p.154。 このコプラの作者は預言者

エリシャの威を借 りて、国の分裂に言及している :な ぜそれに異なる意見を持ち分裂を選びとる

のだ ?秩序を持たず、自らがどこにいるかもわからず、王国の多くの場所での分裂において加護

を与える聖書の教えなしにはなおさらである。聖ペテロによるカ トリック教会法において、それ

らがたとえ王国の分裂を前にして浅薄で、無知であつても、王や君主に仕えることが命じられて

いる。分裂は悪しき王のみによってもたらされるものではない。このコプラでは、民衆が薄弱で

堕落しているので、王国が二つに分かれるのだとしている。
38 Pulgar,Ibid,p.156。 アリ (arri)バ ト (bato)の名は、ariolor(予見する)と vaticinOr(預 言

する)と いう二つのラテン語の動詞から構成されている。
39ギ ュゲスによつて殺された、横暴と悪徳で知られるリデイア王カンダウレスのことで、エンリケ

4世を指している。
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por pastor de nuestro hato:

6ndase tras los zagales

por estos andurriales

todo el dia embebecido,

holgazando sin sentidoao,

que no mira nuestros males.

羊飼いが家畜から

若い羊飼いの後を歩き

人里はなれたところを通って、

一日中`洸惚とし、

無為にのらくら暮らし、

我々の災厄を省みることもない。

Copla IV

Qa,Oja los ganados       家畜たちを見よ

y a la burra con los perros,         メことリキにレヽるロバを

icuales andan por los cerros,    全てのものが険しい山道を歩み、

perdidos,descarriados!41      道を誤り、迷子となつてしまう

Por los sanctos te prometo      聖人の名において告知する

que este daho baltrueto  この無秩序で怠惰で物事を軽視する者の損害を

que nol'medre Dios las caas,    神が彼に手を貸さないように

ha dexado las ovaas         羊たちを放置し、

por folgar tras cada seto42。    垣根ごとにそれぞれ怠けることによって

40 Pulgar,Ibid,p。 157.全 ての者は経験ある年長者から助言を受けなければならず、王となればそ

れをもっと意識しなければならない。ソロモン王の息子ヤロブアムは、年長者からではなく、怠

けながら若者の助言を取り入れ、王国の6分の 5を失つた。統治と怠けることが両立することは

ないと、王が遊興に耽つてばかりいることを非難している。王というものは等しく公平に様々な

多くのことに耳を傾け、良き分別でもって精査し、許しを与え、良識をもって裁き、決定し、残

酷な点なしに迅速に処罰するものなので、どうしてそんなに怠けることができるのか理解できな

い。第一に王は神を畏れなければならない。その他多くの条件と果たさなければならい諸事は非

常に多い。しかし全ての人間が多くの美徳の知識を、帝国を統べる人間ほど持つていなければな

らないことはない。多くの地位を占めるものが最も悪徳や罪を抑制しなければならない。肉体的

快楽行為のような習慣は、棄てるのが遅いか、決してやめることができないかだからである。王

侯は、誘惑や青年期の脆さに抗 うよう教育されなければならない。
41 Pulgar,Ibid,p。 159.説教師に周知されているように、ロバと大、すなわち王国全土と教会が、

王の怠慢によつて道を失つている。
42 Pulgar,Ibid,p.159.全 ての堕落は羊飼いから生じており、快楽ごとに歩み、私の諌めによつて

正すことをしない。人間の理は、優れており、高みにある。肉体は劣つており、低いところに入

り込む。肉体的快楽の後を歩く人間に、理は高く勝利し、肉体は低く敗北するのだ。このコプラ

は、教会と説教師もまた秩序なしには民衆のように迷い、それは王が享楽に耽り、統治に配慮す

ることを忘れるからである、ということを意味している。
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Copla V

iSabes, sabes? El modorront

all6 donde and a a grillosnn

burlan de el los moqalvillos
que andan con el en el corront:

armanle mil guadramaflas,

unol' saca las pestaflas,

otrol' pela los cabellos;

asi se pierde tras ellos

metido por las cabaflasaG.

Copla VI

uno le quiebra el cayado,

otro le torna el eurron,
otrol' quita el Qam arron,aT

知つているか、知っているか、夢現の者を

あそこで、コオロギのように過ごしている

彼を嘲笑する若者が

彼と集団になつて歩いている

見え透いた嘘をつき、

ある者はまつげをむしり、

他の者は髪の毛をむじる ;

このように彼らの通った跡に失われ

小屋に押し込められてしまう

ある者は彼の杖を壊し、

ある者は皮袋を奪いミ

他の者は皮のチョッキを奪い

43 Pulgar,Ibid,p.162.義 務に際しての無知な人間を指す。ヘシオ ドスは、人間には三つの姿勢が

あると述べている。一つは、見本が無くとも自ら理解することにおいて敏な者である。同様のこ

とを聖ヒエロニムスも聖書の序文において、模範なしに機知を示すものは賞賛すべきであるとし

ている。第二は、知ることを望み、努める者。第三は、なにも知らず知ろうともしない者である。

王侯にとって大いなる罪は、生来学識がなくとも、知るべき責を負つているのに、学ばないこと

である。なぜなら彼らはその職分により模範となることを果たさなければならない大きな舞台が

あるからである。
44 Pθιs″ επ′グθαノsα J″θαルJsなわχz″ .θグ′,p.223.く だらないことに時間を費やすこと。
45 Pulgar,Ibid,p.161.王 のとりまきは、王の権威を奪 うので、若者であってはならない。3,4本

の毛をむじるためのずるがしこさを装い、頭の毛 (王冠)を破壊する。
46 Pulgar,Ibid,p。

162。 人はその生来の傾向により人々から離れ逃げるものである。しかし、ある

ものは瞑想を妨げる全てのコミュニケーションから解放される目的で行う。他のものは、浮世の

問題から逃げるために離れる。アリス トテレスはこの二つの類型を、神々と野獣であると述べて

いる。後者の状況はすべての人間における欠陥であり、ましてや人々を統べる全て者においては

より甚大な欠点である。これらは、この世の損害の救済手段において他の手段がないので、必然

的に王の中の美徳を人々は見たいと欲する。王が王国の者たちの意見から逃げ、そして彼らから

愛されなくなるとき、王国に大いなる支障が生じるのである。古代の歴史家ヨセフスによると、

アッシリア王デメトリウスが、プトレマイアを失つたのは、アンテイオキアの近くに建てた塔の

中に若者たちとしょつちゅう引きこもり、誰からも見られず、王国の統治を軽視したからである。

アッシリア王サルダナパルスやカンダウレス王など類似の記憶のように、他の多くの王たちも非

道徳的な遊興に耽るため、非常に離れたところに逃げ、恐れ多くもその臣下を卑俗なものにしよ

うとする。民衆は思い切つて言明し、行動する時である。
47 Pulgar,Ibid,p.164.王 は王の権威全てを、然るべき取り巻きを除外し、若者と青年期に戻つて

しまったことによって失い、尊敬されなくなつた。
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y el tras ellos desbabado,

y aun al torpe maj adero

que se preqia de gertero,

fasta aquell a zagalej a

la de Nava Lusitejaa8

lo ha trahido al retortero .n'

Copla VII

La soldada que le damosuo

y aun el pan de mastines5l

comeselo con ruines

iguay de nos que 1o pagamos!,

y nol' veo que ha medrado

otros hatos ni jubones

sino un cinto con tachonest'

そして彼はそれらの者の後ろで涎を流し、

そしてさらに愚かで間抜けに

誇らしく愛好する、

あの若い女性までも

すなわちナバ・ルシテハは

混乱をもたらした。

彼に与える俸給と

さらに番犬のパンまでをも

下劣に食べるがよい

なんという報いだろう

そしてそれは増長し

他の者は羊の群れも胴着もなくて

鋲のついたベル トしかなく

48 Pulgar,Ibid,p。 165。 Lusitania,つ まリポル トガル出身の女性。Pθθstt θπ′グθα,Ibid,p.224.
エンリケ4世の二番目の王妃フアナ・デ・ポル トガル、もしくは他のポル トガル出身の女性ギヨ

マール・デ・カス トロもしくはカタリーナ・デ・サンドバルといつたエンリケ4世の愛人だった

とされる女性たちを指す。
49 EJ attθグθπιη ル Gα Jルπθ(edo Azaceta,JoM。 ),Madrid,1962で は以下のコプラが続く。血を

好む狼はベル トラン・デ・ラ・クエバを指しているといわれている。Trae un lobo carnicero/血

を好む狼が引きよせられた /por mediO de las manadas;/羊 の群れに引きつけられて ;porque

sigue sus pisadas;/足 跡を辿つてきた ;dize a todos qu'es carnero;/全 ての者に雄羊だと言

う ;suёlta10 de la mttada/牧 舎から離してしまえ /desque da una ondeada/波 が立ち /en
tal hora lo compieca,/時 にはそれをめぐって争う /que si ase una cabeca/も し一頭つかま

えたなら /dOxala bien estrujada50./絞 りとるがままだ。Pθθstt θπ′グθα,Ibid,p.224.ロ ドリ

ゲス・プエル トラス編では、レデスマ伯であリアルブルケルケ公であり、エンリケ4世の娘フア

ナの父親であると噂されるベル トラン・デ・ラ・クエバのことを指している。しかし、もしこの

コプラの作者がイニゴ・ロペス・デ・メンドーサならば、メンドーサ家の一員であるデ・ラ・ク

エバを批判することはしないはずである。コプラの流れから、デ・ラ・クエバではなく、ビジェー

ナ侯フアン 0パチェコである可能性が高い。
50 Pulgar,Ibid,p.166.王 の租税。ここでは共和政 (repiblica)に おいて、必要なものに使われる

べきものが、使われるべきでないことに費やされている痛苦が示されている。
51 Pulgar,Ibid,p。 166.教会税のこと。Los mastinesは 説教師や聖職者の間で、信者たちを保護し、

人々を善き習慣へ説諭するために呼Lえ る大を指す。しかし分裂している時期なので、全てが堕落

してしまっている。
52 Pulgar,Ibid,p.166。 全ての者が鋲をし続けているなら、鋲はそれを支え、全部を取り巻くだろ

う。後に困難があるとそれを外してしまう。セネカは『悲劇』第二において、なんらかの悪徳に

ひきつけられている全ての者は、当初、自分がそれに打ち勝つことに自信があり、具体的になに

もしない。しかし誘惑に苦しみ、犯しがちな罪の甘い毒を熟成させると、拘束していたものの下
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de que anda rodeado.

Copla VIII'3

iO, mate mala ponzofla!

a pastor de tal manera,

que tiene cuerno con mierata

y no les unta la rofla!

Vee los lobostu entrar
y los ganados balart6;

el risadas en oyllo,

ni por esto el caramillo

nunca dexa de tocar.

Copla IX

Apacienta el holg azansT

las ovejas por do quieren,

まきついている。

おお、消してしまえ、悪しき毒を !

そのような態度の羊飼いを、

松脂のついた角を持ち

垢がつかないように

狼たちが入つてくるのを見よ

そして羊たちのうめき声を ;

笑い声が聞こえる、

この陰謀によつて

入り込むことを決してやめはしない。

問抜けな者よ、牧草を食べさせなさい

羊たちの好きな場所の、

から出てきてしまうのだ。だから悪徳に対して、全ての部分に鋲をしておかなければならない。

ここでは、飾り鋲のついた留め鋲で留められていた民衆からの租税を、王が使つてはならないこ

とに費やしていることを述べている。
53こ のコプラはロドリゲス・プエル トラス編には収められていない。
54 Pulgar,Ibid,p.168.ラ テン語で王冠を指す。mieraは ネズミサシの脂で、垢がつかないように、

家畜に塗られた。ここでは、王は戴冠し、角 (=王冠)を持っており、聖書によると王は、別の

時代では聖油により塗油されていた。つまり正統な塗油された王は、垢をとり、知ることに適し、

民衆の悪徳と罪を罰しなければならない。アリス トテレスの『政治学』第三巻には、三つの統治

のやり方が述べられている。一つは貴族政治で、より良き少数のものが民衆を治める。もう一つ

は、立憲政治で、全ての民衆によって行われる政治であるがこれらの二つのケースはここでは扱

わない。第三のケースは君主政治で、王と呼ばれる一人が、国 (bien comin)を 迅速さで持って

治めることをいう。もし共和政 (repiblica)の 公共の利益を後回しにするならばそれは暴君と呼

ばれる。これまでのコプラにおける共和政 (repiblica)の 不満は、民衆 (pueblo)の統治への怠

惰と正義の実行における無知を非難している。王国の統治を担う王侯がすこしでも注意を怠ると、

圧制、正義への怠慢が生じる。しかし、王の身体が暴君であり残忍であるとの非難は見られない。

このコプラでは、正統に塗油を受けた王が統治者であるが、王の規範に即した、民衆 (pueblo)

の要求する統治をしておらず、罪を犯した人間が人々に強制するのをみても、民衆の呻き声を聞

いても、用心してその職分を遂行することなく、快楽を貪ることをやめないと述べている。
55圧制者たち。
56被害者の哀訴。
57 Pulgar,Ibid,p.170。 王は、罰したり制限したりすることなく、良いものからであろうと、悪し

きものからであろうと臣下が好きなように利益を得ることを許容しなければならない。
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comen yerbas con que muerell, ut 死をもたらす草を食むが、

mas cuidado no le dan; もっと注意してやれば与えてしまうことはない ;

non宙 tal desque hombre s6,そのような人間をこれまで見たことがない、

y aun m6s te digo yo:

aunque eres envisado,

que no atines del ganadosn

cuyo es o cuyo no.

Copla X

Modorrado con el sueflo

no 1o cura de almagrar,
porque non entiende de dar

cuenta dello a ningun dueflo,

cuanto yo no amold aria

1o de Cristobal Mexia,

ni del otro tartamudo,

そして私が君に告げる以上だ :

例え君に告げられたとしても、

うまく羊の群れを探しあてることはできない

どれが君ので、どれがそうでないのか。

眠気により夢現で

傷も癒えない

与えるべきものを理解していないので

どんな飼い主もあてにならない、

私は見分けることができない

救世主キリス トからか、

ユダヤ人からか、

ni del Meco,moro agudofOメ ッカの急進的なイスラム教徒からのものなのか;

todo va por una via。 61        全てが一つの道を行 く。

58 Pulgar,Ibid,p.170。 不公平な利益の取得では、魂が死んでしまう。これは怠慢から生じること

である。
59 Pulgar,Ibid,p。

170。 分裂期においては、人々が気ままなことをするのをやめないので、如何な

る王国や地域においても腐敗が全てにおよぶ。シスマの時代には、人々が宗教的なのか、反宗教

的なのか区別がつかなかつた。このコプラでは統治者は人々が悪しきところから財を得ると、魂

を失つてしまうとし、このような王国の無秩序は神聖なる者と人間が入り乱れるとしている。
60異教徒に好意的で宗教的にどつちつかずとされていたエンリケ4世を指す。
61 Pulgar,Ibid,p.173.王 国の法では、ユダヤ人とイスラム教徒は、キリス ト教徒との差異イヒのた

めに、彼らが誰であるかを知らせるために印をつけなければならない。しかし今は、全ての良き

制度が病気であるため、服装や印による違いがわからなくなつている。
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Copla XIU'

Esta la perra Justilla63

que viste tan denod adaun ,

muerta, flaca, trasij ada,
jur'a dtez, que habries manzlllais:

con su fuerea e coraqon

cometie al bravo leon

y mataba el lobo viejouu,

これは犬のフスティージヤ

かくも決然としていたのが、

死んだように、痩せ細り、飢えている、

神に誓つて、君は不名誉にも :

力と勇気でもって

勇猛なライオンのごとく立ち向かい

老いた狼を殺した

62 Pulgar,Ibid,p.177.こ のコプラでは、レブルゴが、脆弱で逃げ回り、脅えさせられ、支配され

ているうさぎほどに堕落していると不満を述べている。正義に関する美徳の細やかさが煩わしく

ないことによって、物事の知識とそれらの活動が平等な人間にさせると考えられる。しかし間違っ

た行いをしないことが肝要である。正義とは脆弱であり、利のないことである。そして、実行す

るための果敢さを持っている心ある人間が、年長者にも年少者にも同様にいないのである。
63 Pulgar,Ibid,p.174‐

175。 正義のこと。このコプラでは、共和政 (repiblica)が 羊飼いの欠点を

述べ続けながら、他の、四匹の大、正義・勇気・思慮・節制に守られた四つの枢要徳への害につ

いて語る。正義は他の美徳と連関する。戦場で、神を棄てずに、正当なことを行えば勇気は正義

となる。また色欲を制御することは節制であり、また怒りにまかせて失敗を犯すことを抑えるこ

とは忍耐の美徳であり、ここでも正義を用いる。人が自分のことであれ、そうでないことであれ、

契約したり用いたりする全てのことは、欠陥があったり過度であったりし、しだいに不平等となつ

ていき、必然的に不正行為となる。そして平等かつよき割り当てによるものは公正であるといえ

る。このように全ての言及したことは正義の美徳であり、公正で正直なものはこれに慣れている

と、他のすべての美徳も享受することができる。逆にこれを欠いているすべてのことが不公平な

寵愛である。『倫理』の第五においてアリス トテレスの定義に示されているように、この美徳から
の行いが正義であり、我々を悦ばせる習慣もしくは美徳であり、能力に従つて行う良い事なので

ある。これは二つの部分に分けることができる。一つは理性で、法に命じられていなくても公平

性を示すことである。人を殺害したり、人に強制したりしないことなどである。それらは法がそ

れを命じていなくても、我々には不正であり不公平である。もう一つは合法であり、法が我々に

命ずることであり、我々が住む土地において摂理から命じられるものである。これらの正義の二

つのあり方は、平等と合法であり、多くの物事がそれらに合致している。法が定められる前にし

ても、合法的な正義は、それを侵害する不平等とはいえない。さらに、道徳的と呼ばれるものは

いついかなる時にそれを侵害するものは不平等であるといわれる。このように、正義は他の二う

に分かれる。役職、顕職、恩寵を与え、分配する際、正義は、なにによつて、どのように、誰に、

なぜ、いつするべきなのかが理解されていることを知つておいた方がよい。もう一つは、可変的

(conmutar,conmutare)な もので、人々の契約において、誰もが、受け取るべき量より多かっ

たり少なかったりすることのないよう平等に行うことである。これと他の美徳はそれ自体に正義
が含まれている。なぜなら人々を支え、正義が治めるところで栄えているからである。

64 Pulgar,Ibid,p.176。
確かに、正義の僕は、檸猛なライオンのように遂行するため、大きなもの

にも小さなものにも勇気と果敢さを持つ男性でなければならない。なぜならば、全てのものは平

等でなければならず、個人的な多義があってはならないからである。
65 Pulgar,Ibid,p.176。 ここでレブルゴが述べていることは全部、不名誉とみなされる者がこのよ

うに退廃し、損なわれていることである。
66 Pulgar,Ibid,p.176。

強欲は雌狼であるといわれ、この世で昔その習慣があつた。強欲は全ての
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hora un triste de un condo

te la mete en un rinc6n.67

最後には、 うさぎの哀 しみ

君を隅に陣 らせる。

Copla XI168

Azerilla69,que sufri6        アセ リージャは苦しめられた

siete lobos denodados70       疲れ知らずの七匹の狼に

Y ninguno la mordi6,   そしてそれらはどれも彼女に噛みつかなかった

Todos fueron mordiscados71:     七匹とも噛まれた

irape el diablo el saber          到底わからない

quC ella ha de defendeJ:     なにを彼女は守らなければならないのか

las rodillas tiene floxas72;           膝が弓弓く

悪の根源である。正義が強くなされる時は、恐れから、強欲な雌狼は殺されるか、少なくともこ

のように鎮められ、正義の監視された君主の畏れからのなんらかの抑制がない時、正義に従わな

い悪が生じるだろう。聖アウグス トウスの書簡において、アリス トラトンという名の知識人が、

アテナの元老院であるため、共和国が繁栄し、長続きするためにはなにが必要かと尋ねた :それ

は正義である。他には何があるのか :正義である。確かに、これまでも言つてきたように、全て

の他の美徳は正義に言及されることであるので、これは良きことなのである。
67 Fray lnigo de Mendoza,“ Coplas de 1/1ingo Revulgo'',Pο ιs`効 θπガεαノsα

`グ

万εαグιJ sな F′θ,fy
(Rod五 guez Pu6rtolas,J.),Madrid,1989,p.226。 このコプラはプルガール編には収められてい

ない。ロドリゲス・プエル トーラス編には以下のコプラが続く。Otros buenos entremeses/そ

のほかの良い寸劇をfaze este rabad加 :/こ の羊飼いの親方はした :/non queriendole dar pan,/

パンを与えたがることなしに、/ella se cOme las reses,/彼 女は家畜を食べてしまう、/tal,que
ha fecho en el rebano/羊 の群れの中でこのようなことが行われ /con su fambre mayor dah

o,/空腹でもつて大きな損害、/mtt entrago,fuetta y robo/よ り多くの損害、暴力、盗難 /que
no el mas fambriento lobo/そ れは最も飢えた狼ではない /de cuantOs has vistO hoganO。 /

現在まで見た多くの狼の中の。
68 Pulgar,Ibid,p。

181。 このコプラが言いたいのは、勇気の美徳や誘惑に抵抗する強さや守るため

の強さなしには、弱き者に対して持てる力全てを示すことはできないことである。
69 aCero(鋼 鉄)の勇気 (la Fortaleza)。 正義の次は、ここでは硬い金属である鋼に似ていることに

よってAzerillaと 呼ばれる勇気について述べる。そしてこの道徳的美徳は、肉欲の誘惑に苦しめら

れる強さと、誘惑された時に肉欲から解放されることの強さについて語られる。
707つの大罪を表し、勇気 (la Fortaleza)と 以前対立していた。7匹の疲れ知らずの狼によってこ

の美徳が傷つけられるというのはすなわち、 7つの大罪の誘惑に苦しむことである。ここでレブ

ルゴは、この勇気の美徳はこのような薄弱さから生じており、肉欲からであろうと肉体において

であろうと誘惑から防御できず、防御する術がないと嘆いている。肉欲からならば色欲と渇望な

どである。肉体においては身体の病などである。

・ Pulgar,Ibid,p.178.七つの大罪の誘惑は美徳を打ち負かすことはできず、逆に「七匹とも噛ま

れる」すなわち、大罪を振り払うことができたということである。この誘惑との戦いによって、

聖パブロはローマ人たちに病気においても美徳は完全であると述べている。つPJ‰
蝿騨ち驚嵩垂

『
吻π累寧λ定F寒雹麺■k獄税

られて、誘惑に苦しめられることへの術や力がないと譴責した。アリス トテレスは『倫理』第三

-97-



contra las ovej as coxas

muestra todo su podertt.

Copla XIII'.

La otra perra ventota"

びっこを引いた羊に対 して

その持てる力全てを用いる。

もう二匹の雌犬ベン トーラ

において、勇気の美徳について、悪しき名声に怯える者は、善きものそして道徳的であることを

怯えなければならないと述べている。なぜなら、それを畏れないのは恥知らずだからである。貧

困、病、死、憎悪は人間の罪によつて生じるものではないので、強き男性は善きもの、道徳的で

あることを畏れなければならないのである。同様に、戦場での死を恐れているが、富を果敢に分

配する者、そしてまた逆に武力における危険に果敢にも身を晒す者もいる。彼らは費やす気がな

い者がいようとも、自由において密接である。それらのことはトウルス 0ホステイリウス(Hostius

Hostilius)が『祭式』で述べている。恐怖に打ち勝つことは渇望に打ち勝つことではなく、多く

の使命に苦労することは、小さな肉の快楽に勝つことではないことは確かである。ここで強さは

いかなる方法でもやつてくる誘惑に苦しむことを知つていることを指している。同様にアリス ト

テレスは、誘惑に怯えている者は、絶望しており、強いものは肉の欲情への苦しみに備える。そ

して多くの場合臆病な者は、強く見せたいがために、尊大である。しかし、勝てる者たちは、そ

れを常態として示す。強き者は、危険を前にして、静かに毅然としている。そして危険において

敏速で、男性らしく、逆境にも揺るぎない。そして勇敢をら五つの方法をもたらす :一つは廉恥

から生じるものと言われており、トロイアの英雄ヘクトルは以下のように言つた :「 もし戦場を棄

て去る者が眼に入つたら、私のことをなんて言うであろう」。第二は、指揮官が与える褒美のため

装』 鼈 難 ,t短 亀 l負篤 讐現 像L瞥 象 λ琶調 なく lk蝙
ある。第五は多くの勝利をしてきたことによって、勝者になる期待を持ちつつ、危険においても

強く見える楽観的な者たちである。しかし、アリス トテレスはこれらのすべての勇気のあり方は、

本当の勇気でないということができるとしている。.本 当に強いといえる者たちは、どのような困

難や重大なことが襲いかかつてきたり、もしくは危険が待つていたりしても、美徳によつてのみ、

勇気でもつて、死が待っていようとも、名誉に値せんとする者たちである。
73 Pulgar,Ibid,p.181.片 足の不自由な羊を、弱く庇護のない人を侮辱し、強要することは、強さ

とも、ましてや勇気ということもできない。無情であり、残酷である。強さと高貴さは無論侮辱

や無理強いをすることではなく、侮辱や強要を防御する者である。
74 Pulgar,Ibid,p.184。 このコプラでは、知慮の徳の役割は不都合や欺l商 を知ることであり、人生

に起きることに対し、正確に備えることであり、それを怠ると物事への真の理解を失うほどであ

ると述べられている。
75 ventOraは 知慮を表す。Pulgar,Ibid,p。 182。 ここでは四つの枢要善の一つ知慮について言及さ

れている。犬がベントーラと呼ばれているのは、本能によつて獲物を遠くからにおつたり、感じ

たりする犬がいるように、この徳の役目は、支障を回避するために物事を感じたり知つたりし、

よく、間違いなく生きるために、人生に起きる事柄や場合を予見することである。これら全ての

四つの枢要善のよりよい表出のためには、道徳的徳全てを知ることである。アリス トテレスによ

ると、多くの行動によつて人間に既に備わっている習性は、欲情を選択することである。理性が

真実かつ正直な願望である時、思い浮かべることから人は選択をし、高潔であることが必要であ

る。願望が傷ついた時、理性と習慣は退廃する。これは、真実を知り、正直な欲を用いることは、

相互理解に関してよいことである。この知慮の徳に戻すと、アリス トテレスは、理性に沿った自

分のなしえる事柄の選択は思量にたけたものであり、知慮は、よく生きることへ言及された良い

ことにおいて、相談相手を容れることになるだろう。知慮の徳は三つの部分を持つ。第一に、過

去の事柄を尊重しつつ、現在のことを整え、秩序立てることである。第二に、言葉を抑制し、謙
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que de lexos barruntaba
y por el rastro sacaba

cualquier bestia rob adora7' ,

y las veredas sabiaT'

a donde el lobo acudia,

y aun las cuevas raposeras,

est6 echad a alli en las eras

doliente de modorria7s .

Copla XIV

Temp era'n quitapes aresto

Que corrie muy coneertado,

revento por los ijares"

遠くから予見していた

そしてつけた跡により

盗人の獣がつけていった

道を知っていた

狼が行く場所への

休む洞窟の場所さえも

そこで寝そべり、

睡魔に襲われる

テンペラ・キタペサーレス

とても整然と走り、

脇腹から打撃を与える

虚になることである。これについてソロモンは『筏言』で、知慮とは口を制することのできるこ

とだ、と述べている。第二は悪しきことから逃げ、善きことを選択することである。
76 Pulgar,Ibid,p。 183.知慮の役割とは、不適切なことを知ることで、ここでは盗人の獣と描かれ

ている。
77 Pilgar,Ibid,p.183.確 かに知慮は、正義の道を行くために、いつでも魂を罪へと誘う狼に出く

わさないために多くの道や小道を知るべきことである。
78 Pulgar,Ibid,p.183。 この睡魔の苦しみは頭にあり、そこから受難への大きな混乱をもたらし、

識別したり成すべき確かな判断を長い間妨げたりするほどである。これにより本文では、この徳

は当時非常に苦しいもので、職務に用いなかつたと述べている。
79 Pulgar,Ibid,p.185。 これは節制の徳で、既に言及した他の三つの徳にも役立つ。その示すとこ

ろは明白であるも正義が節制されていかなければ、のちに厳正となり、そして厳格と呼ばれ、残

酷さに近いものとなるだろう。貞節が節制されなければtのちには無謀だとか気違いだと呼ばれ

ることになる。知慮は節制なくとも問題が少ない。なぜなら節制的でない人は思量のある人では

ないからである。このように、この徳は、完徳のためには、ほかのすべての徳を取り入れること

∞14訂 1lp・ 掟5器に こでもう一匹の大を、テンペラ・鼻γ災与Tリスと呼ぶことは理由

響這讐:臭習忙″:λ、省軍″:含班8TT宏募套麗糖「黎 叢今曇|;F,し全負1軍rl喜憲
[1良零長:F百角魚稚三二λ為吾羞4官モ震]lゞ曇旗脊鷺筵|こ冒峯薫翁IF墓ゑ急Fス兵験皇
譴認軍F尭1二雲骰i∬亀税嵩黒√薄覇夏:7諦てぉ吹そして飽満しすぎるまで手当たり次第
蟹詮皇段4'適量4菫 ,F姦軍晶惚霙鱗枢蓄輿属負象績λ二去T:争 9賛奮撃了娑涯F余藷名須
貢:ヒ曹意罰霊子をと2魚Tζ象良薄f悪二早z奮雷卍籠翼層[曇薫智:F膜48「馨為冨:真
尋t醇 lゞ鼻糠F進読写言覚蔵λ鶏曇看寒褒FT魔賃雪情卜班悪賣ヒ〔?危嘉雷19循『Lま賃][
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del comer desordenado;

y no muerde ni escarrnienta

a la gran loba hambrient zt' ,

y aun los zorros y los osos

cerca della dan mil cosos,

pero no porque 1o sienta.

放埓に食することによつて ;

そして噛みつくことも懲りることもない

飢えた大きな雌狼を

狐や熊さえも

その近くから多くの場を与え

しかしそこに落ち着くからではない

で以下のように述べている。これら熊と狐の二種類の獣はその近くに場所を持ち、それらととも

に知らせるが、感じないことを知つておくとよいだろう。そのためこのコプラで言いたいのは、

節制の徳は、欲情と理性から生じるもので、それが歪められ、損なわれ、節制が欠けている人々

は獣じみた行いをする。これらの四つの枢要善に触れてきたことについて、哲学者 (ア リス トテ

レス (高 田三郎訳)『 ニコマコス倫理学』岩波文庫、1971年 )や他のものが書いたものから短く引

用してきたが、しかし全てを引証することはできない。全てを守り守られることは無論できない

であろう。そのため、君主や者「市の支配者のように、よく統治されるため、触れ役に知らしめる

ことを命じ、全ての法規と法令が守られるよう骨を折るのである。このように神の摂理は、世界

がよく統治され続けるために、全てのこれら四つの法、すなわちこれら四つの徳が知らしめられ、

守られるように命じるのである。そして四つの徳を守らなければ罰せられる。それぞれの時期で

経験してきたように、この人生の向こうでも四つの徳に背いたことで処罰される。なぜなら不当

で脆弱ならば堕落し、そして軽率で過度ならば後に失われるからである。いかなる王や君主も、

これらの四匹の大もしくはそれを支え、守り、増やしていく柱を持たないなら、軍隊、多くの富

はもちろん、城塞そして帝国を維持する土地への権利を生じさせることはできない。サッルステイ

ウスは『カティリーナ戦記』 (『 カティリーナの陰謀』 (合 阪学・鷲田睦朗訳註)大阪大学出版会、

2008年 )で、カ トーがローマの執政官や元老院議員に行つた提案を引用している :我々の先祖が

武力をもつてして、我々の小さな共和国を大きなものにしたと君たちは考えたくはない。なぜな

らそのよう我々がしていたらより美しいのは我々だからである ;我々は先祖より多くの都市、武

器、馬を持つているが、彼らは彼らを偉大にした他の物を持っていたからであると知つておくが

よいだろう。家系において、術策 ;国においては術策を ;外では、公平なる帝国と自由に助言す

る魂は、罪を犯し、悪しきことを望むことを止める。カ トーが説諭するこれら三つのものをよく

みる者は、ローマが創造したものを通して、全ての他の四つの徳を理解する。これらの場におい

て、カ トーは、我々は共和国の乏しい金庫にも、一人一人の豊かさを持っていると述べている。

我々は富を称賛し、怠惰に努め、悪しきことから善きことを起こさない。なぜなら、徳の褒美は

意欲を持つているからである。公益の保全への配慮なしに、個々の財産に理解を示すと、ローマ

に入り込む誰もが、破壊してしまう。ここでは共和政がその理由によつて全てが失われることに

ついて、不平を述べている。
82 Pulgar,Ibid,p.189。 大食の罪を表す。飢えた雌狼と引き合いにしている精進は、人の能力や、

要求されている技量を超えた事柄に乗り出すことを止め、節制することを知らしめることである。

,精進には二つの側面がある。一つは憤激しないように自制すること。もしくは憤激しても頑迷な

ことをいわないことである。もう一つは、生活における過度を節制することで、体を痛めつけた

り、体質を不安定にしたり、死を招く病を助長するような色欲を慎むことである。次の側面は質

素で、これは人間特有の徳である。
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Copla XVtt

Vienen los lobos hinchados8'

y las bocas relamiendott,

los lomos traen ardiendotu;

los ojos encarntzadosr':

los pechos tienen sumidoss8,

los ij ares regordidostn

que no se pueden mover,
mas cuando oyen los balidos

ligeros saben correreo.

思い上がった狼どもがやってくる

舌紙めずりをしながら、

背を燃え立たせながら ;

残酷な目

埋もれた胸

太った脇腹

で動けない 、

しかし羊の声を聞くなり

羊を貪り食 うため素早く走ることができる。

88 Pulgar,Ibid,p.189。 家畜の群れに大がいない時には、ほどなく狼たちがやってくることは確実
である。これらの四つの枢要善が国を治めていない時、ほどなく暴君たちが入り込んでくる。こ
のコプラでは、 7つの大罪全てとともにやってくる王国についてこのように述べている。すべて
のこれら7つ の大罪は狼において統治され、一つ一つが他の罪を伴う。君主の土地において統治
全般に配慮せず、享楽のみに理解を示せば、間違いなくこのような同伴者たちは統治したいとこ
ろでなにをするかを、良き判断のために知っておかなければならない。このコプラでは、暴君が、
民衆において悪をなせば、七つの大罪を伴った狼を飼うとしている。

84 Rodriguez Puё rtolas,J。 ,Pθιs物 .¨ ,p.227.貴族と有力者を表す。Pulgar,Ibid,p.189。 「思
い上がった狼どもがやってくる」というのは傲慢の罪である。さらには、傲慢は反抗、争い、虚
栄、執拗、不和、思い上がりをもたらすことを知っておくといいだろう。

85 Pulgar,Ibid,p.189。 「舌紙めずりをしながら」は暴食である。第二の罪には暴食が提示されて
いる。大食は、言葉の乱れ、理解の鈍さ、酪酎を伴う。

86 Pulgar,Ibid,p。
189。 「背を燃え立たせながら」は色欲と理解されている。色欲は、理解の無分

別、無節操、揺るぎやすさ、高揚、卑劣、悲嘆と痛悔が伴 う。
87 Pulgar,Ibid,p.189。 「残酷な目」は憤怒を述べている。憤怒は争い、不品行、憤り、軽蔑、冒

漬、殺人を伴う。
88 Pulgar,Ibid,p.189。 「埋もれた胸」は羨望である。憎悪、悲哀、苦悩、中傷を伴う。
89 Pulgar,Ibid,p.189。 「太った脇腹で動けない」は、怠惰である。悪意、絶望ざ心の弱さ、愚鈍、

恐怖をもたらす。
90 Pulgar,Ibid,p。

189。 「羊の鳴き声を聞いたら余計にすばやく走りだす」は、虚偽の強欲である
と理解されている。窃盗、強奪、高利、清聖 (シモニア)、 虚偽、偽証、欺l前 をもたらす。狼は悪
企みを働き、山羊の鳴き声を聞けばすばやく襲いかかる。しかも一匹だけではなく、三匹四匹と
さらに噛みつき、全ての群れを崩壊する。このように強欲と貪欲は、ここでは狼がその役を演じ
ているが、狼たちが遠吠えをし、分裂と不和を大地で聞けば、のちに、許すためでも育成するた
めでも支えるためでもなく、貪欲のままに襲いかかる目的で走り寄るのである。
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Copla XVI'

Abren las bocas rabiando

de la sangre que han bebido;

los colmillos regaflando

欲望しながら開く92;

血を飲んだ口を

不平をいいながらそれらの牙は93

91 Pulgar,″
.θグ′。,p.196。 このコプラではこれらの暴君と全ての人間は大変強欲であり、大いなる

豊かさを持つべく、満腹せず、そしてその留まることを知らない強欲は、人々に大いなる損害を

引き起こす、と述べている。
92 Pulgar,″ 。θグ′。,p。 193。 上述のこれらの暴君が「血を飲んだ口を欲情しながら開けている」と述

べている。血は民衆の汗と労働から集める富である。
93 Pulgar,″

.θグ′。,p。 193。 「不平をいいながら牙を」は上述の国と同様に理解できる。確かに強欲

はこのように飽くことを知らない。どんなに豊かであっても、常に何かを濫りに欲しがり続ける。

またこの欲が膨れ上がらせるためには、人々を不意打ちし、混乱させることが必要である。強欲

と全ての悪の根源がどのようなものかについては多くの記述がある。一時的な財への飽くなき強

欲がもたらす損害をみると、それらは実際のところ、生活を支えるため以上のものであることは

ない。過剰は余剰の仕事を、そして欠乏に対する苦難をもたらす。なぜならば手に入れることの

困難さから、財を享受することができないからである。聖書を読むと、神は、天の露からとつた

マナを、砂漠のイスラエルの民に与え、そして、そこから一日の生活に必要な分だけめいめいが

とるようにとお命じになつた。余計にとつたもの全てが腐ったり痛んだりした。私にとつて、三

つのことは、我々の人生についてここで、顕著な例を示すことができる。第一に、神の摂理は全

.て のものに与えることに特に配慮をする。つまり天から共通の糧を与えることである。第二に、

今生で生活を支えるために、しかるべく働くことを我々に説諭する。つまり、我々は起床し、マ

ナを得るために仕事をする。なぜならば、誰しも怠惰でいては家にそれを持ち帰ることができる

と考えていないからである。必要なのは起床し、糧を模索するべく、少なくとも、多くの悪の母

である怠慢を避けるために働く。第三は、その日の生活に十分以上のものをとつたら、腐り痛ん

でしまうことである。我々がする主の祈 りでは、神にはその日のパン以上の、十年分ではなく、

一日分の糧を賜るよう、神に祈る。なぜなら神は、我々に日々の生活の糧を与え、日々神の目に

届くことを望んでいるからである。そして、我々は今日の分以上のものを望まない。なぜならば

明日の生活は確かではないからである。左記のことや仕事、そして一日で生活に必要以上の一時

的な財を取るものが犯す危険をよく考慮するのとして、何をも活用することなく持ち続けること

からの過剰をどうしてわからないのかを、そして、持ち続けるものが欠乏と持ち続けることに寄

り痛ませることで、だれが余剰を持ち、そしてそれを欠乏している者に知らせることについて苦

悩しないのかを知りたがる。塩についても同様で、非常に美味しく、有用性がある塩をとること

は必要であるし、味が落ちたり痛んだりするくらいなら、摂った方がよいのである。我々はこの

ことや、大きすぎる領地や、それぞれの条件によつて、人々の間に程度や差異があるということ

について否認することは考えない。なぜなら、天の国においてさえも、使徒にも位階や宮殿があ

るといわれているのだから、地上においては尚更である。持つている富の大部分を捨ててしまう

などとは、もっと考えないだろう。なぜなら哲学者アリス トテレスは『倫理学』第一巻において、

それらの差異なしには、全てのことが明らかにはならず、成すことができる美徳もわからない、

と述べている。しかし、目的も、その有効活用や、他のことを、いつ、どこ、どのように行うべ

きかを伝達しない強欲は大いに責められるべきである。なぜなら、これらの財産が腐つてしまう

からである。持たないものと等しくするために持てるものを同じくしようと、必要以上に財を獲

得しようと努力する者もいる。これは確かに無駄な心づかいである。そして持つものが自身に苦

悩し、誰もより多くのものを与えることができないのである。特に野心からとったなら、人々か

らの成果を持ち込み、自らの必要性以上の使用人を持つように勤める。かのギリシアの学者メネ
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parece que no han comido;    まるで何も食べなかったかのようである;

por lo que queda en el hatO,     家畜の中に残っているので

cada hora en gran rebato      毎時間の不意打ちで

nos pone con sus bramidos;     我々にそのうなり声とともに ;

desde que hartos,mas transidos 満腹してもさらに空腹に突き動かされ

los veo cuando no cato.  これまで何も食べたことがないかのようだ。

Copla XVⅡ94

こNo ves,nescio95,laS Cabahas    愚か者よ、家畜の群れが

y los cerros y los vanes96,           険しい道や谷力`、

los c01lados y las canes             鞍音「と道が

arderse con las montahasP  山と共に騒然としているのが見えないのか ?

こNo ves cuan desbaratado           レヽかクこ混舌Lし、

esta tod。 1。 sembrado97,       全ての種が蒔かれた畑、

las ovaas esparcidas98,        散逸してしまった羊たち、

デムは、多くの家族に奉仕されるのをみて、自らを過剰であると非難しながら、理解する :た っ

た一人の人間の必要を満たすために、こんなにも奉仕されなければならないのか? 私一人のた

めにこんなにも出費をするのか? 人がいうように「無分別に私は行う」。多すぎる使用人をもつ

ことは疑いなくよいことだと考えられていない。なぜなら、必要とする世話は、この世の仕事と

他のものの喪失に強欲を増長させるからである。多すぎる富による強欲の抑制のための教義につ

いては、多くのものが記している ;日 々我々は偉大なる説教師や扇動者、叱責する者を見るのだ。

_し かし、教義を示すものは教義を示されるものと同様に、多くの場合、我々はこの悪徳に、叱責

するよりも陥つてしまうものだ。なぜなら強欲は、閉ぎすものもなければ、底もなく、我々は、

何らかの強欲に陥らずに強くある人間を僅かしか見つけることができない。しかし、強欲を抑制

できるに越したことはなく、無論、よりよく生きることができる。誠実で勤勉であろうとする全

ての人間は、生活に必要なもの、糧を食するために何が必要か、予想を外さず、生を支えるため

の糧を欠乏させないようにする。神が我を導く、いかなる物も私に欠けるものはないだろうと、

ダビデが詩篇で述べている。そして神を仰ぐならば、神は我らを導くことは疑いなく、そして我々

を導くのであれば、必要なものを欠くことはないだろう。
94 Pulgar,″

.θグ′。,p.198。 このコプラは、王の支配が欠如し、暴君の厚かましさと強欲により全て

失われ、国王諮問会議、さらには民衆の集会も、悪の救済手段がわからないでいると述べている。
95民衆側がやつてきた支配者の欠点による悪に答えたあとで、今以下のことを述べる。「愚か者よ、

見えないのか ?」 とは「善きことが失われ、しかるべき支配が全てを燃やし消費しているのが見

えないほど、君は無分別なのか ?」 。
96「険しい道と谷」は、集落がなく人が住んでいないところ。
97「種がまかれた全ての畑がどんなに混乱しているのか見えないのか ?」 は、人がどんなに分裂し、

混乱している王国によく種をまいても、芽も出ず、実をなさない。なぜならば、時期が混乱し、

正義がそれを成す場が与えられないからである。
98「分散してしまった羊たち」は、羊飼いたちの集会をメスタといい、助言、法規をつくり、管理

に必要なものが与えられる場である。これらの牧羊組合は、国王諮問会議、集会、市会が都市の
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las lnestas todas perdidas

que no saben dar recaudoP99

Copla XVH1100

Ana por esas quebradas

veras balando corderos101,

por aca lnuertos carneros,

OVdaS abarrancadas,

los panes todos colnidos102

y aun las huertas de la villaton.

tal estrago en Esperillalo5

牧羊は全て失われ

税を払 う術もないのが見えないのか ?

あちらではそれ らの峡谷あたりを

羊たちが鳴いているのが見えるだろう

そこら辺では死んだ雄羊、

崖つぷちに追いや られた羊

パンは全て食べつ くされ

そして村の農園までも

エスペ リージヤにおけるこのような害は

y los vedados pacidos103,  そして草を食べることを禁止されたところも、

代官 (レ ヒドール)と 法によって行う。ここでレブルゴが言 うように、全てが失われている。
99 Pulgar,ψ

oεグ′。,p.198。 「税を払う術がない」は、与える助言がないということ。確かに分裂の

時期において、全ての持つべき助言は失われ、回避するものもないということであるのは、経験

上わかることである。
100 Pulgar,″

.θグノ。,pp.199_201.こ のコプラでは、レブルゴがその応答を終わらせ、そして一般的

に悩まされている悪を述べている。王国の全ての身分、聖職者も世俗の者も、受けている被害に

苦情を述べている。よきことを行う全ての力が失われ、そして都市と周辺領域の特権のよき慣習

が破綻し倒壊している。特にこのような害がスペインにおいて生じたことは見たことがないと締

めくくっている。
101 Pulgar,″ 。θグJ。 ,pp.199_200.潔 白な者、無実の者が嘆き哀しんでおり、それは王国の全ての階

級全体に及ぶことである。確かに多くの場合、神はこの地上においてあまねく争いを許しておら

れる。また良きことにおいては悪しきことにおいてと同様に、様々な側面から、悪しきものはな

ぜなら悪いからであり、良きものは悪を許すので善いのである。そしてそれらを罰することがで

きるないし罰せられた者とするよう努める。無知による罪と悪を放置し、わずかな厚かましさ、

得ること、もしくは失わないこと、もしくは満足すること、もしくは不満でないようにすること

を悪人に対して、敵意を見せずに育成させる。もしくはその他の良く正直な人の尊敬によつて育

成することは義務である。そしてこのようのことは悪事に悪しき者たちが参加者とならないのを

欲するように、しかし、全体的な紛争に苦しむ中に、神が地に送つた彼らと共にある参加者なの

である。
102 Pulgar,″ 。θク.,p.200。 パンといっているのは、パンが力であると理解されおり、パンがすで

に食べられたというのは、悪に抵抗するものが何もないということである。
103 Pulgar,″

.θグι.,p.200.聖 なるものがこのように食べつくされ、暴力を受けたということであ

る。
104 Pulgar,ψ

oθグ′。,p.200。 よく手入れされた農園が豊かな実りをもたらすように、特権とよき慣

習が守られた者「市と周辺領域では、よき政治が栄えている。そして全てが腐敗しているので、周

辺領域の農園というのは特権と人々のよき慣習でもある。
105 Pulgar,″

.θグ′。,p.200。 このくだりで、喪失の多いなり痛苦を示しながら、不満を締め括り、

このような害が生じたことは見たことがないと述べている。エスペリージヤはスペインのことで

ある。ギリシア人は星のことをエスペロス (Esperos)と 呼び、スペインにおいて海の道標を意
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nunca vieron los nacidos.

〔預言者の反駁〕

Copla XIX1'6

Ala, eh, Revulgo hermarlo,
por los tus pecados penastot;

si no haces obras buenastot

otro mal tienes de mano:

mas si tu enfotadoloe fueses

y ardiente tierralto pacieses

生まれてこの方見たことがない。

ああ、なんだ、兄弟レブルゴよ、

君の罪により ;

もし良きことをなさぬなら

さらにもう別の悪 しきことがある

もし君が過信するならなおのこと

欲望に駆 られた地は

味する。民衆のこれらの不満を抱く害を知りたければ、内戦期の年代記を読めば、そこで大きく

扱われている。
Ю6Pulgar,″

.θグ′。,p.205。 このコプラは、諸悪の責任を民衆に問い、三つの神学的徳である、信

仰、希望そして愛がないならば、大きな被害を受けると述べているようである。
107 Pulgar,″

.θグ′・,p.202.預 言者はレブルゴの不満を聞き、今度はレブルゴの原罪と罪が原因と

なつているものについて述べていく。24章で触れたヨブであるが、神は、民衆の罪により、偽善

者に統治をさせた。王に民衆が押し付けられるのは、逆に王が民衆に押し付けられることであり、

その原罪が欠陥ある支配者を招くこととなるのだと述べつつ、ヨブ記に基づき、預言者は応答し

ている。
108 Pulgar,″ 。θグ′。,p.202‐ 203.民 衆がよいことをしないなら、より悪しきことに見舞われるだろ

うとさらに述べている。ここでは二つのことを注記している。一つは、民衆に責任があるところ

の罪である。もう一つは、預言者から民衆への警告と説諭である。第一については、王に欠点が

あり無知であるのは確かである。もし王国の主要人物が王に忠実で王国の友人であるならば、忠

誠によってそれらの問題を覆い隠し、賢明さでもつて補 うならば、王への中傷もなく、王国も困

窮することはない。王に助言し、不節制を排し、王の欠陥を補 うという主な仕事をすれば、彼ら

自身が熟成し、恵みを与えるということが起きるというものだ。しかし、ある者は恩寵のために

諮う。他の者は、持つているものから多くのものを自分のものへと移すことを考えながら、王の

欠点を流布し、その人格を醜悪なものとしながら、王国を混乱させ、王国に紛争やスキャンダル

を巻き起こす。そして、これらの類似の助言者や支配者でもって不和が生じ、そこで王国におけ

る崩壊が起きるのである。逆によきキリス ト教信者や忠実なる人々の多くが行わなければならな

い。アッシリア王ニヌスとその総督たちは、蛮族であったにせよ、王の欠陥を知つていながらそ

の領地の誰もがそれに気づかないほどの守りを置いたのである。正しい命令と統治を行うもので

ある彼らは、王に栄光をもたらすため、想起させ、発表し、流布した。そしてこれにより彼らの

忠誠が維持されている全期間の平和が保たれたのである。第二の説諭は、考えを改めさせ、よき

ことを行うための基礎は、3つ の神学的徳である信仰、希望、愛である。これらなしには、いか

なる者も、繁栄に至る道を探し当てることはできない。
Ю9 Pulgar,″・θル・,p。 204.信 仰に関して、過信とあるが、それは羊飼いなら誰しも自分自身に信

仰があり、それが過信なのである。
■O Pulgar,″

.θグ′・,p.204。 これは愛にかかわるが、神の愛における燃える愛全てのことをさす。
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y verdurarlr todo el aflo112,

no podrias haber daflo

en el ganado ni en mieses.

Copla XX113

Mas no eres envisado

en hacer de tus provechoslt':

echaste a dormir de pechos

siete horas amortiguadottt

緑のものは一年中食べつくされる

君に害はありえないだろう

家畜にも畑にも

君は確認されていない

君の精神的な進歩がなされているか

君は足を投げ出して眠る

七つの大罪にまどろみながら

lH Pulgar,″ 。θグ′。,p.204.希 望のことをいい、緑のものを意味する。我々はこれらの美徳に多く

を負っており、生涯にわたつて、これら全ての一つも欠かすことはできない。
■2 Pulgar,".εグι。,p.204.全 人生の意。第一の神学的徳である信仰については、聖パウロは信仰

は精神の輝きであるとし、聖グレゴリウスは人間の理性を試されるのに賞はないと述べている。

聖パウロはヘブライ人に神を喜ばせる信仰のない人間など不可能であるといつている。これと同

様に聖 トマスは、『ネ申学大全』(Thomas Aquinas(稲 垣良典訳)『 神学大全:Saεππtt Sι εππあι

oc 1733.』 創文社、1987年 )の 中で、人の完徳は、先天的なものに基づくものではなく、神の

善意からの超自然的な完徳が与えられることによるものでもなおさらない。信仰を信じるために

適当であるが、信仰を堅く信じられ、後に神を和らげる。神に対して穏やかであるなら、後に真

の幸せを享受することとなるだろう。証明された箇所のごとく、善の基礎というのは、信仰を欲

することである。希望は、賞賛に値することを望む魂に思想を到達させる徳である。これが真の

希望である。真実は信仰と混ぎることなしに存在しえない。しかし、信仰は過去のことであり、

まだ起こつていないことである。希望は将来についてのみのことである。これ以上この徳につい

て話を長引かせないが、聖アウグスティヌスは『手引きEπθ力物蒻θπ』において、希望は神に帰

属するものであり、神に望むことへ注意を払うことを示すことであるとしている。詩篇26で 、先

唱者が調和することについての箇所で、神は神に希望を持つものを救 うと述べている。愛は、も

う一つの神学的徳で、清い心と、純潔の意識に与えられるものである。その徳でもつて人は神を

満足させ、これなしには不満にさせるのである。愛を通して喜ばせ、満足させるまでそこでもあ

そこでも誰もよいことをするとは考えないように、全てを閉じなさい。この美徳については、す

でに多くの著述があるので、聖パウロの、徳の大部分は愛であるという言葉で締めくくることに

する。もし成すときに愛が介入していないなら、他の全ての成した財は何の価値もない。この徳

が欠けていながら、今生に栄光はなく、来世でも栄光あることを期待できない。
1拐 Pulgar,″。εグ′。,p.206.全 ての裏切り、全ての罪、全ての悪は、愚かさから生じる。ある人が

機知ある誤りに見えるが、それは機敏さではなく、愚かだつたのであり、少なくともその意味で

誤りを犯している。愚かに見えるとわかるなら、了解することにおいて慎重であると考えなさい。

このように愚かであるほど、なにも成さない。Pulgar,″・θグノ。,p.208。 このコプラでは、民衆

が眠つており、七つの大罪全てに覆われ、世俗のことしかみていないため、なにをなすべきかわ

かっていないとしている。そして良き道に戻るように説諭している。もしそれをしないなら、永

劫の死を招き、それが最悪の事態であるとしている。
H4Pulgar,の 。εグι。,p.206.真 の幸せに至るためのよき生活へと修正する徳において理解できる。

なぜなら、これらの世俗的な混乱の中で機知が用いられたように見えることは、偶然によつて起

きており、神の摂理の僕が他の目的へと修正され、その宣告は現在のことにはされない。
コ5 Pulgar,″

.ε夕・,p.207.七 つの大罪全てに覆われていると理解する。胸から、というのは、地

とそこでの空疎で移ろいやすい事柄を見ながら口が下を向いていることである。そして天や聖な
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Torna , tornate a buen hanzorrB

Enhiestate ese corpanzorr7

porque puedas revivertt8;

si no, teme que el morirlle

te verna de mal relanzol2o.

Copla vXI121

Si tu fueses sabidor
y entendieses la verdad

verias que por tu ruindad

has avido mal pastor.

Saca, saca de tu senot"

la ruindadl23 de que est6s lleno

戻れ、戻れ、よき喜びに、

奪われた鳥の体を起こしなさい

再びよみがえることができるのだから ;

もし、死を恐れるなら

ふいに君に訪れるだろう。

君が知恵者であるなら

真実を理解するだろう

君のさもしさがわかるだろう

君は悪しき羊飼いを持った

君の胸から取り出してしまえ

君の中で一杯になっているさもしさを

るそして永劫的な天のことを口を上にしてみていないということである。「安らぎながら」は、

死罪で誰かを捕まえたら、死罪になる間、安んじでいたことによると語ることだろう。七つの大

罪すべてによつて治められているほど、預言者がいうには民衆においても治められていたのであ

る。
■6 Pulgar,″

.θグ′。,p.207.農 民たちは、その快楽にあり、悦びの中にある、と述べている。苦悩

にないものは誰も死罪にあらず。ここでの悦びに戻れというのは、悲しみをもたらす悪を引つ込

め、善に転向することは、悦びをもたらすことだと説諭している。
117 Pulgar,″

.θグ′。,p.207.や らなければならないように、そして曲がることなく、やつているよ

うに、右を歩みなさい、と述べている。
■8 Pulgar,″

.θグ′・,p.207.死 罪からの者でも再び生き、再び生まれ、許されている状態に戻る。
119 Pulgar,″

.θグ′。,p.207。 ここでは、永劫の死でもって警告している。
120 Pulgar,″ 。θグ′。,p.207.考 えなければ、注 112を引き起こす。
121 Pulgar,″

.θグ′。,p.209.コ プラ19で は、神は民衆の原罪によって、欠陥のある偽善的な主君を

遣わすと言明された。このコプラでは、この言明が必要以上に明白であると述べつつ、再度言及

している。もし民衆がみなければならない理を見れば、自らの責により悪しき羊飼いがあつたこ

とを知るだろう。そして、常としている考えを取り去れば、どのように、かの王が強要する悪行

によつて罰せられ、神が別の善き羊飼いを与えるのかを見ることとなるだろう、と説諭している。
122 Pulgar;″

.θグ′。,pp.209,211.胸中には、悪と我々が犯す罪が抱かれている。そのため、なんら

かの我々が犯す罪が我々を刺す時、当然のことながら、罪を犯した者を罰するように、我々は胸

を刺すだろう。セネカの『悲劇』第一巻を読むと (『 セネカ悲劇集』 1・ 2巻、京都大学学術出

版会 (西洋古典叢書〉、1997年 )、 テセウス王がヘラクレスになぜ妻と子供たちを殺したのかを述

べている。胸をよく痛めなさい、なぜなら胸はかくも多くの悪を抱えているのだから、小さい打

撃では痛むはずがないのだからと。
23 Pulgar,″

.θグ′。,p.209。 抱えた罪を、贖罪しながら粛清せよ。このことは、民衆が罰せられた

のをみながら、ああいう支配者が罰せられることを保証するものである。さもなければ、神が他

のよい支配者を与えてくれる。王国の分裂によって、地上は盗みや詐欺に苦しみ、かくも甚大で

一般的であるので、暴力と罪に事欠かない場所はない。このように悪がかくも根深く、それらか

らの救済に人知が及ばないなら、我々のおかれている不運の救済者である神は、民衆の改心によ
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y veras como sera

que este se castigara

o d ara Dios otro buenot'n

Copla XXII125

そしてどうなるかがわかるだろう

この羊飼いは罰せられるか

神が他のよき羊飼いを与えてくれる

Los tus hatos a una mano     君の家畜の群れは皆一緒に

son de lnucho lnal chotuno126,       とても重レ病 気にかか り、

lo merino127 y 10 cabruno128     ~メ リーノ種の羊と山羊たち

y peor lo castellano129。 ヵスティーリャの羊にとつてよくないことである。

Muёvese muy de ligero130,      軽々と移動 し、

no guarda tino certero131       目的を持たずに

do se suele apacentar;        日々放牧するところ ;

る慈悲により動かされ、民衆に、フアンニ世の娘であり、アラゴン王フェルナンドと結婚したイ

サベルを代わりに女王として羊飼いとして与えた。ほどなく、彼女の処置により、全ての不正は

正義に、傲慢は忍耐に、数多のそして大きな戦争と対立は平和と平穏へと転換した。このように

王国は安寧を享受した。そして正義は力を回復し、傲慢に振舞い、罪を犯すことを常としていた

ものは身を縮め、不名誉なことを思い切つて言うことなどなおのことない。物事は、思い出せな

いほど前からなかつたほど素晴らしく、それはたつた一人の女性の短期間の尽力と統治によるも

のである。このように我々はこの預言者羊飼いが大分前に述べた、神が別の良き羊飼いを遣わす

という御業をみたのである。
り4こ の王 (エ ンリケ4世)が行いを改めるか、もしくは神が他のよき王をお与えになるだろう。こ

の『 ミンゴ・レブルゴの詩』が1465年 に作成された少し後で、エンリケ 4世の弟アルフォンソ王

子が即位した。
25 Pulgar,ψ

oθグ′・,p.211。 このコプラの中で預言者は、スペインの全ての者、特にカステイーリャ

人を叱責している。メリーノ種とヤギとカステ才―リャの羊毛があることを知つてのことである。

良きことに一致してあたらず、悪しきことに従順であることを叱責している。
126 Pulgar,ψ

.εグι。,p.211.ヤ ギをやつれさせ、衰弱させる病気のこと。ここでは、「手元の全ての

家畜」すなわち全てのスペインの王国が、「とても重い病気に罹つている」と述べている。悪い

病気というのは、弱つていて、整っていない羊たちによる羊飼いのことである。なぜなら当時、

カステイーリャ、アラゴン、ナバーラそしてグラナダでさえも分裂していた。ここでは全ての家

畜の群れというのは、スペインの諸王国のことで、それらは状態が悪く、「カステイーリャ人が

その中でより悪い状況にある」と述べている。
127ァ ンダルシアとエストレマ ドゥーラで特別に飼育されているメリーノ種の羊。
12S山羊のことで、ラ・モンターニャやビスカヤなどのより畳『びた地域のことを示している。
29カ スティーリャの羊、すなわちカスティーリャを指す。注釈の一つによれば、祈る者、戦 う者、

働く者の三身分のアレゴリーとして扱われている。
BO Pulgar,″・θグ′。,pp.211‐213.こ こではカスティーリャが他のところよりも悪い4つ の理由を挙

げている。カスティーリャ人が可動的であることについて叱責している。
1■ Pulgar,″ .εグ′・,p.213。 第二に、なぜ育成され、保持する自ら生まれた土地に持つべき愛や中世

を持たないのかと述べている。
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rebellado al aprisc arr'32 ,

manso al tresquiladerot3t.

Copla XXIII134

De un collado aquilelot3s

viene mal zarzaganillolsG

muerto, flaco , amarillo,
para todo lo estremeflot37.

Mira agora que fortunal3s

que ondea la lagunalse

家畜の囲い場に入れられる際に抵抗 し

毛を刈 られる時はおとなしくしてぃる。

北の鞍部から

悪 しき北からの風が吹いてきた

死者、痩せこけた者、血の気のない者

全てエス トゥレマ ドゥーラの方へ。

見てみよ、今なんとい う嵐が

涙を波立たせているのか

132 Pulgar,″
.θグ′・,p.213.第 三に、羊飼いたちが家畜を囲いや網の中に入れることを、囲い場に入

れる (apriscar)と 呼ぶが、ここでは組合の規則を守らず、地に平和を与えるべく一致しなけれ
ばならないように、一致していないことを知らなければならないとする。

133 Pulgar,″
.θグ′。,p.213.第 四には、堕落といかなる力にも活力がないことを批判している。

134 Pulgar,″ 。θグ′。,pp。 214,217.預言者たちが記したように、民衆をその悪徳と罪から叱責しなが

ら、最終的に、民衆にもし行いを修正し、神の下に戻らなければ災厄がやってくるだろうと告知
している。この預言者は、ここまで民衆の罪について叱責してきた。このコプラと次のコプラで

は、大いなる悪と災厄がやつてくると知らせている。なぜなら神が預言者エレミヤに、北風の一

部により、地の住民たちの上に大いなる災厄がもたらされるといったからである。このコプラで

は、北風の神ボレアス (北風、むさばり尽くす者)の一部から全てのものに災厄が訪れ、そして

特に持つもののところにやつてくると述べている。この全体的な災厄は船乗りたちにとっての大

嵐の兆候である、海に風のない波があるのを見ることで、確かなものとなるのである、と述べて

いる。
135 Pθ θstt θκ″グθαノsαノタθαルJsなわχ乙 ″ .θグ′。,p.229.エ レミヤ書、1。 14「北風から全ての悪が

もたらされる」。
186 Pθ θstt θ効先αノsα ′″θαル′sなわχZ″ .θグ′。,p.229。 悪しき風のことで、山からの悪しき風が、

死者、弱つた者、最上の家畜全てに吹きつけるの意味。Pulgar,″。θグ′。,p.214‐ 215。 悪の痛苦か

ら腐敗は引き起こされるのである。ガジャル ド注釈版 C′ αzθグθπιηル Cα′ル〃θ(edo Azたeta,

JoM。 ,Mad五 d,1962)に は、以下のコプラが続く :Otra cosa mas danosa/別のより大きな損

害は /VeO yo que no has mirado:き みが見ていないことを私はみている /Nuestro carnero,

en Bezado,/我 々の雄羊は、いつものように、/Va a dar en la reboltosa。 /混舌Lに与えられ

る /Y aun hay otra mas negrilla,/さ らにより黒きことがある /Quel de falsa rabadilla/

偽の肉が /Muy ligero corredor/軽 々しくすばやく走り /Se meti6 en el sembrador種まき

につっこみ /A la he haze royn orilla./さ もしい丘にしてしまう。
137 Pulgar,″

.θク・,p.215。 北風と合わせて、大いなる災厄のことである。先端を通る家畜は最も太っ

ていて元気がよい。なぜなら一般的な悪しきものは、もっとも持つている土地を常に痛めつける

からである。最も持っているところに、損害を与えうる富があるからである。
138 borrasca,tempestadと 同意で、暴風雨や嵐を意味する。
B9Pulgar,″

.θグ′。,p.215。 もう一つの来るべき災厄の兆候を示している。船乗りたちが、海が暴風

なしに波立つのを見ると、海から嵐がもたらされると信じる。上からの風を感じないときは、海

面下に嵐を内在し、危険であると考える。セネカはテュエステスとア トレウスの悲劇において以

下のように述べている (『 セネカ悲劇集 2』 (岩崎務他訳)、 京都大学学術出版会、1997年 )。 猛
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sin que corran ventisqueros;

rebosa por los oteros,

no va de buena chotuna.

Copla \O(IV'40

Yo sofle esta trasnochada

de que estoy estremuloso,
que ni roso ni vellosotnt

quedar| de esta vegada.

Echa, echate a dormirtn',
que en 1o que puedo sentir

segun andan estas cosas,

asmo que las tres rabiosastnt

lobas habriin de venirtnn.

吹雪くことなしに ;

丘であふれ、

病気のヤギとなることはない。

私は夜更けに夢を見た

それにより私は打ち震える

大いなるものも小さきものも

この光景のために。

眠れ、とにかく眠れ、

私は感じる

これらのことがあることによつて

推測するに、三匹の行かれる雌狼が

やってくるに違いない。

り狂 う嵐は、海に風がなく増水している時、船乗りに襲い掛かる。ここで預言者は、涙は風なく

波立つ海であると理解し、嵐と悪が来るに違いないと述べている。この意味するところは、王国

内に、内合するに最悪なうねりや騒擾があるということである。そのため王国内に大きな嵐が到

来すると知らせ、確かにそのようになつた。というのも、このコプラが作成された後別の年に、

王国に大いなる損害と悪をもたらした内戦があつたからである。
MO Pulgar,ψ

oθク・,p.217.全 ての預言者が同じ予言をするわけではない。一つの方法だけによるも

のでもなければ、好きなときに預言するものでもない。聖書の中で預言者エゼキエルは、エルサ

レム王に、かの王と他の二人の王が開戦する戦争の結末を預言するよう求められ、その際その場

にいない預言の精霊を起こす弾き手を要求した。他の預言者たちは善き天使の知らせによって、

将来のことを知つていたのである。他の者が預言したのは、預言の精霊が直感に働きかけ、来る

べきことを語つたからである。ほかのものには夢の中や、聖書に出てくるような他の多くの方法

で未来のことが明らかとなつたのである。預言者たちは、他の時代では予見者 (viyentes)と 呼

ばれ、予見しただけではなく、見たものをより理解していた。このことは、起きるべき事を見た

が、理解していなかつたものたちがいたことをいつている。ファラオが見た穂と牛のように、そ

して、バルタサルの壁に手で書いた光景のように。しかしそれぞれなにを見たのかは理解しなかつ

た。このように真の預言者は、見るだけではなく、見るものを理解するべきなのである。預言者

は、来るべきものを述べつつ、隠れた物事を明らかにするのである。この預言者は、ここで夢を

明らかにしたことを作り上げているのである。
141 Morel― Fatio,A.P。 ,3%姥ιグπ Htspαπグσπθ,IV,1902,p。 257‐ 258.例外なく全ての意。プルガー

ルにとっては、rosOは毛をそられた、もしくはまだ毛が生えていないを意味する。子供も、、大物

にも災厄は降りかかり、全ての者に次から次に用意されているのである。
142 Pulgar,″ 。θグ′。,p.218。 ここでは脅しながら眠ること以外のことはするなといつている。
■3乃θs″ θ妨グθαノsα ′″θαル′sなわχtt Opocit.,p.230。 飢餓と戦争とペス トのこと。
M4Pulgar,″

.θグ′。,p.218。 前後三つのコプラに続いているように、空腹、戦争、疫病がやつてくる

と知らせている。
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Copla XXV

Tu conoces la amarillar's

que siempre and a garleando,

muerta, flaca, sospirando,
que a todos pone mancilla.

Aunque traga no se harta,

ni el pensamiento se aparta

de morder y mordiscar,

no puede mucho tardar
que el ganado no despartara0 .

Copla XXVI

La otra mala traidoratn' ,

cruel y muy enemigz,

de todos males amigatn*,

de si mesma robadorat*e,

君は飢餓を知っている

いつも空腹であくびをしながら歩いている

死を衰弱を嘆息しつつ

全ての者に汚点をつける。

がつがつ食べても満腹せず、

牙で噛み付き放さない

誓ることや噛むところをみると、

そんなに時間はかかりえない

家畜から離れるのに

いま一人の悪しき反逆者

残酷で、大変な敵であり

全ての悪の友で

彼女自身盗人で

И5Pθθstt θπ′たαノsα ′″θαルJsなわχκ Opocit。 ,p.230.飢 餓のことである。
146 Pulgar,″

.θグ′・,p.219.最 初に、今この預言者は再び地に共通する空腹について述べ、理由を黄

色 (ama」la)と 呼ぶ。なぜなら空腹のものは黄色く、よりやつれているからである。パンと生

活必需品が減少している時期においては、たとえ我々が満腹していても、パンが無くなつてしま

うことを疑い、常に飢えているということになると述べている。その上、空腹の時代というのは

かくも残酷で、他の者に持たせないようにもする。各々自分のことのみを考え、多くの場合人々

は生活必需を満足させるための豊かさがある場所へと、散り散りとなる。
M7Pulgar,″

.θグJ。 ,p.220。 ここでは再びすぐに戦争が起こるとし、特に王国の中にある反逆者が理

由であるとしている。戦争には欠けるべきなんらかの汚点はなく、また多くの欺臓もあるからで

ある。それは裏切りにも至る。
M8Pulgar,″

.θグ′。,p.220。 Bι〃%2 Cα ′グ″παιのサッルステイウスが最後、特に最後の一説に載せ

ている逸話について言及している (ガイウス・サッルステイウス・クリスプス (合阪學 ,鷲田睦

朗訳)『カテイリーナの陰謀』大阪大学出版会、2008年 参照)。 これは疑いもなく真実である。な

ぜなら戦争というのは、陰謀や内外からの悪で充満しており、持ち続けられているべき友情が守

られていないからである。ローマ人の不和において、他のローマ人との戦場において大いなるす

すり泣きをしたことについて読みなさい。なぜならローマ人たちが略奪に行つた際、そこである

者は兄弟を、他の者は従兄弟を、別の者は息子を見つけたからである。このように勝利が与えた

喜びは、自らの血の殺人を見ながら、鳴咽と哀しみに変わったのである。ここで兵士が貪欲から

の不和によつて到達するものよりも、慈悲からの和合による慈悲深さの方がより多くを得るのだ

と考えることができる。
149 Pθ θstt θπ′′θαノsα ′″θαル′sなわχス Op.cit。 ,p.230。 戦争というのは内戦のことで、盗人自身

によリカステイーリャにおいて1465年 に『ミンゴ・レブルゴの詩』が作成された翌年に勃発した。
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. que sabe ya los cortijostto,

no dexa madres ni hijos
yacer en sus albergadas,

en los valles ni majadas

sabe los escondredijos.

Copla XXVII

既に農場を知っていて

母もこどもも見逃さない

そこにいる者の中に生まれるようと

谷で生まれようと牧舎であろうと

子を隠す者たちを知つている

Y tambiёn la tredentuda151,    そして獣もまた

que como los recentales152,     乳離れしていない子羊たちのように、

y no dexa los ahales         幼いヤギを放っておかない

cuando un poco esm sahuda153,      疫病にややヽ冒され,ヒ時

cuido que no tardara          遅くならないように注意する

de venir y aun tragara       来ることをそして感受さえするだろう

tambiOn la su partecilla。       その小さな部分をも。

Dime,aquesta tal cuadrilla,     私にいいなさい、このような厩が

Pa quien no despantaraP           誰を怖がらせなレヽとレヽうのか ?

Copla XXVII1154

Cata que se rompe el cielo巧 5,   天が崩壊するのを初めて見る

decerrunmase la tierra156, 地が割れるのを、

1"Pulgar,″。θル.,p.221.内戦が野原、者「市、家々、全てに広がつており、内戦期においては、人々

は構想を自らの内にさらに持っているのだと述べている。それは、民衆の中に共通して様々な性

質で治めている罪によつて、神が地にこの状況を許容しているのである。聖アウグステイヌスは

'ι

Cグυルα′θ Dιグ(『 アウグスティヌス 神の国』鯛艮部英次郎、藤本雄三訳注)岩波文庫全 5巻、

1982年 )の中で、腐敗した習慣を改めないため、神は王国に戦争を容認するのだと述べている。
巧l Pulgar,″

・θグ′。,p.222.『 ダニェル書』7章 5節に出てくる獣のこと。ここでは獣と呼ばれる疫

病についてさらに立ち戻つている。三本の歯で噛み付くということから、三つのやり方で、もし

くはペス トと、汚染された空気、水、地によってやってくるからである。
32 Pulgar,op.cit。 ,p.222.疫病は青年におけるものという印象がある。ここで乳のみ期の子羊に

よるもの、すなわち老人におけるものというよりも、若者におけるものと述べている。なぜなら

若者はより血が興奮しているからである。
53 Pulgar,″

.θグι.,p.222.老 いも若きも見逃さず、全てを持つていってしまう。
54 Pulgar,″

.θグ′.,p.223.預言者は、もし改悛しないなら特に民衆に災禍が訪れると述べた後で、

このコプラで、民衆に痛悔を促している。
155 Pulgar,″

.θグ′。,p.223.父 として息子の更生の意向のため、民衆を脅している。天が君に対して

怒つているのを初めて見る、と述べている。
ち6 Pulgar,″

.θグ′。,p.223。 イザヤがいうように、貪欲と傲慢が支配的な土地において、土地の住民

自らが腐敗と破滅をもたらすのだ。
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el nublo todo se cierra,

rebellado, jno has recelo?t5t

Cata que vendr 6 el pedriscott8

que lleva todo a barrisco

cuanto mires de los ojos;

hinca, hinca los hinojostt'

雲が全てを閉ざすのを、

抵抗されても、疑いがないのか ?

大粒の雹がやって来るのを初めて見る

全てをさらいながら

目でどんなに見ても

突き刺せ、突き刺せ、膝をついて

57 Pulgar,″
.θ′′。,p.223.こ こでは、執拗な反乱について、君は痛悔なき謀反に恐怖を抱かないの

か?と 非難している。
158 Pulgar,″

.θグ′。,p。 223.誰 かがいっているように、あらゆる地点からすべてを獲い、破壊するこ

のような嵐が来るのを見張 りなさい。
159 Pulgar,″

.θグ′・,p.223-226.良 き神学博士と助言者のように、祈りなさいといっている。そして、

続く三つのコプラにおいて、告解に行き、痛悔を持ち、償いをせよと説諭している。罪を治せば

そこにある悪が明らかとなり、来るものを回避するからである。これら教会の秘蹟により我々の

カ トリック信仰の教義をよく見る者は、天国の浄福者になるためにそれらを通じて我々に示され

ている。もちろん汚点なき法もみるだろう。我々の降伏者キリス トが福音によって命じるように、

魂を改めよと述べている。もし法という名前が既にありえたとして、シナイ山においてモーゼが

神に与えられた法は、その石版は、雷鳴、稲妻、煙、その他の大音響を伴い、与えられたのだ。

我々が読むところによれば、武力によつて広められ、かの地の指導者であるモーゼとヨシュアが、

カナンの王国を打ち負かし、椅子や家から力づくであれらの人々を追い出したのである。ムハン

マ ドも同様に多くの戦いに打ち勝ち、多くの人々を支配し、兵力によって法を敷き、それを守る

よう命令した。しかし我々の降伏者キリストの法は、雷鳴によって与えられたわけでも、兵力に

よって広められたわけでもない。むしろ恩寵からの法として、キリス トは無限の恩寵により、お

だやかに我々に法による謙虚さ、従順、慈悲、忍耐、平穏、我慢強さ、平等、奉仕そして悔悛を

与えた。騎士は馬上にあつて騎士なのではなく、ロバにあってこそなのである。我々が述べたこ

れらの武器によつて、法はこのような一般民衆に広まった。このことは、誰が魂を改心させる汚

点なき真の法をしらないほど無知であるのか?と いうことを考えさせる。謙虚を説教し、侮辱か

らの忍耐を支持しながら、多くの人々の中に増大するのである。『聖書』を読むと、預言者エレ

ミヤは、山の中で、神を前にして、山を引つ掻き回し、石を割るようなすごい風が吹いたが、神

はそこにはいなかつたと述べている。その後、全てをごちゃごちゃにするような大地震が来たと

述べているが、そこにも神はいなかつたといっている。それが過ぎて、突然大火事が起きたが、

そこにも神はいなかつたといっている。大火事が過ぎ、耳を細かく優しいそよ風がふいたが、そ

の穏やかさの中に神はいたといっている。このあり方は大いに考えられることである。我々の降

伏者イエス・キリス トはこれまで示してきたように、驚かせるような雷鳴や流れる煙とともにで

はなく、心をやわらげる謙虚さと救済する慈悲とともに聖なる法を与えにやって来たのである。

このように、暴風雨と大嵐の後に、神は穏やかで危険のない気候を与えた。このように、信者は

シナイ山でモーゼが十戒を受けたときにあつたあれらの雷鳴や稲妻が、我々の降伏者キリス トが

魂を悔悛させる、汚点なき聖なる法を我々に与えた忍耐と安全を意味するメッセンジャーを意味

したことを理解しなければならない。そしてあの法が真の救済者によって懐胎され、聖母マリア

の処女なる腹から生まれたときに、生み出されたのである。預言者は、内面の謙虚さでもって、

まやかしなく、真摯に祈らなければならに都市、そうでなければ、膝をついて突き刺す価値は何

もないとしている。セデキアス王は、バビロニアで捕らえられた時の祈りの中で、膝をつかず、

さらに突き刺したので、私の心の膝はあなたの前に刺すと神は彼にいった。これらのことは、祈

りにおいて神の前に体を傾けなければならないことを、神にしなければならず、また神が欲して

いることである。
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cuanto yo todo me Qisco.

Copla XXIXl6o

Si no tomas mi consejo,

Mingo, de aquesta vegada

habrds tal pestorejada

que te escu eza el pestorejo .

Vete si quieres, hermano,

al pastor del cerro fanotut,

dile toda tu conseja,

espulg arte ha la pellej dtu' ,

podra ser que vuelvas sanotu'.

Copla XXX16 4

Mas, Revulgo, pira mientes

que no vayas por atajos:

far6s una salsa de ajostut

por miedo de las serpientest6G.

私を恐怖にとり乱させる。

もし私の助言を受け入れないなら、

ミンゴよ、順番に身をかがめ

首筋への殴打を受けるだろう

後頭部に痛みを感じる

もし望むなら、去れ兄弟よ、

険しい寺院の羊飼いへと、

君の助言全てをいえ、

罪を清め、

また健康を取り戻すことができるだろう

さらに、レブルゴよ、注意しなさい

近道からいくような嘘のないように

にんにくソースを作りなさい

蛇の恐怖によつて。

160 Pulgar,″
.θグ′.,p.227.こ こでは民衆に告解をするように説諭している。そして、もし助言を取

り入れないなら災厄を持つことになるだろうといつている。

・ l Pulgar,″ 。θグノ。,p。 227.神殿の聖職者に、どのような意図で罪を犯したのか、罪を犯す全ての状

況と共に、全ての罪を懺悔するようにいつている。聖 トマスは、告解は、場所、どのくらいの期

間罪を続けたのか、何回犯したのかを明らかにしながら、械れなく、真実のそして完璧に行わな

ければならないとしている。
■2 Pulgar,″

.θル.,pp.227-228.罪 人が懺悔を果たした後に、聖職者が質問しながら行わなければ

ならないことを述べている。聴罪師が、偉大な審問官であらねばならないのは疑いがない。告解

者が恥ずかしさから、忘却からもしくは無知からなんらかの汚点を言わないなら、聴罪師は質問

によつて、「羊皮のシラミをとる」ことをしなければならず、これにより全てが暴かれるだろう。
163 Pulgar,″。θグ′。,p.228.懺悔だけでは健全にはならず、なれるようにしかならないと述べている。

もし我々が言つてきたように、告解が真の痛悔の介入なしにされたなら、救済されないと理解で

きる。

“
4 Pulgar,″

.θグJ。 ,p.229.預言者は告解においてするべき懺悔の仕方を示している。先のコプラで

述べたように、械れなく真実の告解をするべきで近道を行つてはならないと述べている。

“
5 Pulgar,″・θグ′・,p.229。 なぜなら告解で最も主要なことは痛悔だからである。Agiosは ギリシア

語で聖なるもしくは神のことを意味する。そのためソースを作るように助言している。心からの

痛悔は、夜に道を行く人とロバで行く人が食べる、にんにくソースと比較される。なぜなら野原

で眠りながらも、小さな蛇やしつこいほかの蛇が来ず、蛇は大蒜から逃げてしまうからである。

“
6 Pulgar,″ 。θグ′。,p.229.我 々の母イブを誘惑した蛇への誘惑への恐怖から、を意味する。
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Sea morterada crudatut

bien machada y bien agudatGs

que te faga estortiiartun ,

que no puede peligrar

quien con esta salsa sudat?o.

Copla XXXI171

臼でひかれた生の

大槌でよく突かれて、とても鋭く

君を吐かせるだろう

君から罪を追い出すだろう

このソースで汗かく者は

En lugar de Pascual        宗教における救済の場に

haMs tu apacentadero172          避難しなさレヽ

porque en el sesteadero       なぜなら休息の場において

pueden bien lamer la sa1173. 塩をよく紙めることができるからである。

Con la cual,si no han rendido そのためもし屈服してしまわないなら

la grama y lo mal pascido174,     悪しき芝を食べてしまうことに

167 Pulgar,″
.θグ′。,p。 229。 痛悔は侵害であるからである。

■8 Pulgar,″
.θグ′。,p.230。 このような方法でよく突かれたら、罪の厳しさが弱められる。

169 Pulgar,″ 。θグ′。,p.230。 告解において持つべき悔悟の大いなる痛み。

170 Pulgar,″ 。θグ′:,p.230。 ここでは健全な魂のための果たされる救済手段が与えられている。もし

このソースで汗をかき、痛悔と犯した罪の痛みで涙すれば、痛悔は完全となり、告解をしながら

救われるのである。
171 Pulgar,″

.θ夕。,p.231.預 言者が民衆に先の三つのコプラにおいて、祈り、懺悔し、悔悛するこ

とを助言した後で、このコプラでは、著者の意図に対して、詩篇の以下のように始まる、最初の

言葉に則つた反応をするように述べている。Dθπグηπs″g夕 πθθ′πグカグ′πグカグルι万′「神が私を

導いたことでいかなることも失敗しない」と。
172 Pulgar,″ 。θグJ。 ,p.231‐ 232。 この詩句ではグπわθθ Pαsθπαθグιグπι θθttθαυグ′「この牧用地で私は

休息される」が引かれ、このコプラの冒頭に置かれて述べている。パピアスによると、ラテン調

でPascualの 語は、魂のそして永遠の食事であるとしている。なぜならこのような食事は、悪し

き家畜を返しながら、到達させ、ここでいう復活の場というのは、かの魂の食事が、放牧させる

のだと知つておくとよい。そこでえさを与えろと述べている。そこで飼育された全てのことは信

じることができ、いかなることも失敗することはない。悪しき家畜を戻すことは、悔悛の徴であ

る。もし徴があるなら、神とよい関係にある。もし神と良好な状態にあるなら、確実に以下のこ

とがいえる。神は私を導き、私は如何なることにも、たとえ全ての悪しき家畜が戻つてきても、

失敗する恐れを抱くことはない。
r8Pulgar,″

.θグ′。,p.232.休 息は日中であり、塩は知であると理解できる。この作品を作成した意

図は、日中、すなわち人生半ばにいる人間が この休息、もしくは昼寝をすることである。塩をな

めなければならない理由は、主としてその魂が成すところを知るために全幅の判断をすることを

しらなければならず、どれほどの損害が関わりのない降伏をもたらすのかを知らないことは知る

ことができないのである。なぜならもし戻らないなら、真の知識の塩をなめることはないからで

ある。
174 Pulgar,″ 。θク・,p.232.真 の知を持つということが何なのかを明らかにしている。ギョウギシバ

は甘く、家畜に害のある草で、それを沢山食べると太つて、死んでしまう。ここでは、しかるベ

き手段で獲得した富と比べてみるとよい。一見このようなやり方で人は豊かになつたように見え
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luego lo querran gormarttt

y podrin bien sosegar

del rebello que han tenidol76

Copla X\O(II177

後にそれを吐きたがるだろうことに

そしてよく休息をとることができるだろう

君が争った反乱からの。

Cuido que es menos dahoso    より少ない損害を気にかけ

pacentar por lo costero178,      海岸あたりを羊が草を食む

que lo alto y hondonero179           群訂く、 1窪:んて,Iお り

juro a mi que es peligroso。      危険であると断言する。

Pero cata que te cale       しかし君を暖めることを初めて経験する

poner firme,no resbale       確固とし、過ちを犯さず

la pata180 donde pisares            踏み込む足は

pues ha tantos de pesares       かくも重く圧し掛かる

in hac lachrymarum valle181.    この涙の谷間で。

るが、しかし他の人生の苦悩を見捨てながらであり、この中で、飼い主に、悪しきやり方からの

大きな争いの損害を与えることを我々は頻繁に見るざ
175 Pulgar,″

.θグ′。,p.233。 もし真の知識を有しているのが確かなら、後に復活し、後にその相続者

たちに委託するための復活はさせないだろう。なぜならその人生を復活させない男性の強欲は、

それ自体はその相続人たちが、それを行わないために所有し、またしなければならないほど完全

にはなさないのを我々は見てきた。復活を成したというのは、しなければならないことをした魂

のス トライキである。
176 Pulgar,″

.θグ′。,p.233.反乱と厳しさは、他のことを持つことに固執することにおいて持たれた。
r7Pulgar,″

.θグ′。,p。 234。 これまでの31の コプラによつて述べられた方法における話が終わり、

この終末において人生の半ばを賞賛する。双方とも再び勢いづきうる危険から非常に高くもとて

も低い中にもそれほど低くなくないようにしなければならないと述べている。ソロモンは『筏言』

の第30章 で神にこう述べている。神よ、私に貧しさも多くの富も与えないで下さい。なぜなら富

は傲慢さを促さず、貧しさは、私に浅ましく醜いことをさせることを強いることはありません。

主よ、私に必要な生活の糧をお与え下さい。このことに一致して、ここでは預言者に述べている。
r8Pulgar,″ 。θグ′。,p.234.地位と中庸で生活する方法を持つことは、害がより少ないように考える。
179 Pulgar,″

.θグ′。,p.234-235。 理由はソロモンが述べたものである。中庸がよいとは入つておらず、

より損害が少ないと言つているに留まっている点が顕著である。この世ではどんな状況にあつて

も苦しいものであると注記している箇所であり、そして次の説諭の箇所で明らかにしている。
おO Pulgar,″

・θク・,p.235。 悪賢さなく、生の悪しき業なく、右の道を歩くことを成し遂げよと述

べている。つまり、この涙の谷に生きる悪しき業とともに歩み他のもののように、この世におい

ても陥るような過ちを犯さず、曲がらずにいるようにと。恩寵と栄光によつて生活するように、

神に服することである。アーメン。
181 Pθ θstt θπ′グεαノsα ′″θαル′sなわχtt Opocit。 ,p.232。 中世の「幸いなるかな女王」を通して

広まったラテン語の語句。Lα Cιルsガπα(Fernando de Rojas(杉 浦 勉訳)『 ラ・セレステイー

ナ』国書刊行会、1996年、354頁 )も 同様に締めくくられている。

-116-




